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合
的
に
考
え
る
有
識
者
会
議
」
の

メ
ン
バ
ー
を
見
る
と
「
？
」
で
あ

る
。
学
者
や
財
界
、
大
企
業
の
面

々
が
ぞ
ろ
ぞ
ろ
。〝
経
済
力
を
含

め
た
国
力
〞
と
説
明
さ
れ
て
い
る

と
は
い
え
疑
問
が
残
る
。
防
衛
の

最
大
の
解
決
策
は
仲
良
く
な
る
こ

と
、
す
な
わ
ち
平
和
外
交
で
あ
る

こ
と
は
明
白
だ
▼
有
識
者
会
議
の

出
し
た
結
論
の
一
つ
に
「
敵
基
地

攻
撃
能
力
」
の
保
有
が
あ
る
が
、

お
粗
末
・
拙
速
・
無
謀
と
言
う
ほ

か
な
い
。
政
府
の
思
惑
通
り
の
出

来
レ
ー
ス
と
は
い
え
、
憲
法
違
反

の
重
大
事
項
が
こ
の
よ
う
な
形
で

提
案
さ
れ
る
と
は
危
険
極
ま
り
な

い
▼
敵
が
攻
撃
し
よ
う
と
す
る
寸

前
で
攻
撃
開
始
と
い
う
が
、
全
く

も
っ
て
憲
法
違
反
の
先
制
攻
撃

だ
。
ま
た
目
標
は
一
応
軍
事
基
地

と
し
て
い
る
も
の
の
、
関
連
施
設

・
指
令
本
部
も
除
外
し
な
い
と
い

う
。
ま
さ
に
戦
争
ス
イ
ッ
チ
そ
の

も
の
だ
▼
加
え
て
そ
の
財
源
は
、

「
国
民
全
体
の
課
題
で
あ
り
、
今

を
生
き
る
全
世
代
で
負
担
す
べ

き
」
と
す
る
。
い
き
な
り
増
税
は

し
に
く
い
状
況
、
政
府
は
「
歳
出

削
減
」
を
強
調
す
る
。
結
論
は
明

白
、
社
会
保
障
の
削
減
だ
。
抑
止

力
の
強
化
は
国
際
的
な
際
限
の
な

い
軍
拡
競
争
を
生
み
、
国
民
生
活

を
圧
迫
す
る
。
そ
し
て
圧
迫
が
さ

も
当
然
の
こ
と
と
な
る
▼
い
ま
憲

法
９
条
に
基
づ
く
、
平
和
外
交
こ

そ
が
、
社
会
保
障
の
充
実
に
結
び

つ
く
こ
と
が
鮮
明
に
な
っ
て
い

る
。
軍
拡
競
争
で
得
を
す
る
の
は

誰
か
？　

苦
し
む
の
は
私
た
ち
国

民
、
説
明
せ
ず
と
も
明
ら
か
で
あ

る
。
こ
れ
ま
で
の
さ
ま
ざ
ま
な
戦

争
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
情
勢
を
見
て

も
、
真
に
国
民
を
守
る
こ
と
は
戦

争
し
な
い
こ
と
に
尽
き
る 

（
無
）

　

有
識
者
と
言
え
ば

あ
る
物
事
に
一
家
言

を
持
っ
た
人
だ
が
、

こ
の
た
び
「
国
力
と

し
て
の
防
衛
力
を
総

今 　 号 　の　記　事今 　 号 　の　記　事
ズームアップ2022 ３面

研
面
究 ８面

歯科定例研より
北欧・アイルランドの予防歯科から学ぶ
日本の歯科医療の課題

政策研究会「政府が進めるマイナンバー
カード普及政策の問題点」講演録 ６面

要
請
強
め
義
務
化
を
撤
回
さ
せ
よ
う

12
・
１
中
央
要
請
行
動

維
新
）、
宮
本
岳
志
（
共
産
）
各

衆
議
院
議
員
が
面
談
に
応
じ
た
。

　

井
坂
議
員
に
は
、
兵
庫
協
会
が

実
施
し
た
ベ
ン
ダ
ー
へ
の
ア
ン
ケ

ー
ト
結
果
を
報
告
し
、
オ
ン
ラ
イ

ン
資
格
確
認
義
務
化
の
期
限
と
さ

れ
て
い
る
３
月
末
ま
で
に
新
し
く

理
事
長
が
参
加
し
、
兵
庫
県
選
出

国
会
議
員
へ
要
請
す
る
と
と
も

に
、
厚
労
省
と
の
交
渉
や
国
会
内

集
会
に
参
加
し
た
。

　

国
会
議
員
は
、
井
坂
信
彦
・
桜

井
周
（
い
ず
れ
も
立
民
）、
一
谷

勇
一
郎
・
赤
木
正
幸
（
い
ず
れ
も

　

オ
ン
ラ
イ
ン
資
格
確
認
義
務
化

・
保
険
証
廃
止
の
撤
回
、
こ
ど
も

医
療
費
無
料
化
な
ど
を
求
め
て
、

協
会
・
保
団
連
は
国
会
会
期
末
を

控
え
た
12
月
１
日
、
中
央
要
請
行

動
を
実
施
。
協
会
か
ら
、
武
村
義

人
・
森
岡
芳
雄
・
川
西
敏
雄
各
副

　

政
府
か
ら
は
厚
生
労
働
省
保
険

局
医
療
介
護
連
携
政
策
課
保
険
デ

ー
タ
企
画
室
、
総
務
省
自
治
行
政

局
住
民
制
度
課
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制

　

政
府
が
オ
ン
ラ
イ
ン
資
格
確
認
義
務
化
と
保
険
証
の
原
則
廃
止
を

打
ち
出
し
て
い
る
問
題
で
、
兵
庫
協
会
は
12
月
８
日
、
厚
生
労
働

省
、
総
務
省
、
デ
ジ
タ
ル
庁
と
の
交
渉
を
行
っ
た
。
森
岡
芳
雄
副
理

事
長
が
参
加
し
、
義
務
化
・
保
険
証
廃
止
の
撤
回
を
求
め
る
と
と
も

に
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
が
取
得
困
難
な
場
合
の
対
応
や
ベ
ン
ダ

ー
の
対
応
な
ど
に
つ
い
て
問
い
た
だ
し
た
。
保
団
連
や
各
協
会
か
ら

も
森
元
主
税
保
団
連
副
会
長
を
は
じ
め
多
く
の
役
員
が
参
加
し
た
。

度
支
援
室
、
デ
ジ
タ
ル
庁
国
民
向

け
サ
ー
ビ
ス
グ
ル
ー
プ
か
ら
４
人

の
担
当
官
が
参
加
し
た
。

　

森
岡
副
理
事
長
は
、
改
め
て
オ

ン
ラ
イ
ン
資
格
確
認
義
務
化
、
保

険
証
廃
止
の
撤
回
を
要
求
。
そ
の

上
で
、
小
児
科
医
の
立
場
か
ら
、

新
生
児
や
乳
幼
児
の
マ
イ
ナ
ン
バ

ー
カ
ー
ド
取
得
の
困
難
さ
を
様
々

な
事
例
を
挙
げ
て
説
明
。
出
生
後

す
ぐ
に
治
療
が
必
要
と
な
る
病
児

の
場
合
の
資
格
確
認
に
つ
い
て
、

奇
形
児
や
遺
伝
性
疾
患
を
持
つ
子

ど
も
の
肖
像
権
や
人
権
の
問
題
も

含
め
て
、
デ
ジ
タ
ル
庁
や
総
務
省

の
強
引
な
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

取
得
推
進
の
あ
り
方
を
糾
し
た
。

　

担
当
官
は
、
出
生
届
を
受
理
し

て
か
ら
の
番
号
通
知
書
の
発
送
や

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
発
行
の
迅

速
化
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
親

子
で
役
所
の
窓
口
に
行
か
な
く
と

も
交
付
申
請
や
カ
ー
ド
の
受
け
取

り
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
な
ど
、

本
人
確
認
を
担
保
し
た
上
で
、
制

度
の
改
善
を
行
う
と
し
た
。
ま

た
、
乳
幼
児
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ

ー
ド
の
顔
写
真
に
つ
い
て
、
６
日

の
検
討
会
で
廃
止
の
検
討
を
開
始

し
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。

電
子
カ
ル
テ
の
導
入

義
務
で
は
な
い

　

ま
た
、
森
岡
副
理
事
長
は
院
内

の
電
子
カ
ル
テ
シ
ス
テ
ム
や
レ
セ

プ
ト
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
に
オ
ン
ラ
イ

ン
資
格
確
認
シ
ス
テ
ム
を
接
続
す

る
こ
と
を
前
提
に
ベ
ン
ダ
ー
が
医

療
機
関
と
契
約
を
結
ぼ
う
と
す
る

例
が
多
い
こ
と
を
指
摘
し
、
セ
キ

ュ
リ
テ
ィ
上
の
懸
念
に
つ
い
て
厚

労
省
の
見
解
を
求
め
た
。

　

厚
労
省
の
担
当
官
は
「
療
養
担

当
規
則
で
義
務
化
さ
れ
る
の
は
オ

ン
ラ
イ
ン
資
格
確
認
シ
ス
テ
ム
だ

け
で
あ
り
、
電
子
カ
ル
テ
や
レ
セ

プ
ト
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
と
の
接
続
は

義
務
で
は
な
い
。
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ

上
も
接
続
す
る
こ
と
を
推
奨
し
て

な
い
」
と
述
べ
、「
ベ
ン
ダ
ー
に

は
医
療
機
関
と
の
契
約
の
際
に
、

ど
こ
ま
で
が
法
令
上
必
要
な
も
の

な
の
か
わ
か
る
よ
う
に
見
積
も
り

を
出
す
よ
う
に
指
導
し
て
い
る
」

と
し
た
。

補
助
金
延
長
の

可
能
性
も

　

現
在
の
補
助
金
に
つ
い
て
厚
労

省
は
、
中
医
協
で
総
合
的
に
検
討

す
る
と
し
な
が
ら
も
、
医
療
機
関

の
責
め
に
帰
さ
な
い
場
合
の
義
務

化
の
猶
予
や
補
助
金
の
延
長
に
つ

い
て
一
定
の
理
解
を
示
し
た
。

　

オ
ン
ラ
イ
ン
資
格
確
認
シ
ス
テ

ム
の
義
務
化
が
打
ち
出
さ
れ
て
以

降
、
協
会
主
催
の
厚
労
省
交
渉
は

こ
れ
で
３
度
目
。
引
き
続
き
医
療

機
関
の
閉
院
や
混
乱
な
ど
が
起
こ

ら
な
い
よ
う
年
末
の
中
医
協
を
見

据
え
て
活
動
を
強
め
て
い
く
。

オ
ン
ラ
イ
ン
シ
ス
テ
ム
の
み
を
導

入
完
了
で
き
る
と
回
答
し
た
業
者

は
医
科
で
２
社
、
歯
科
で
３
社
し

か
な
い
こ
と
が
明
ら
か
と
な
り
、

実
務
的
に
は
義
務
化
は
到
底
不
可

能
で
あ
る
と
訴
え
た
。

　

桜
井
議
員
に
は
、
森
岡
副
理
事

長
が
小
児
科
の
立
場
か
ら
政
府
の

保
険
証
廃
止
の
問
題
点
を
指
摘
。

川
西
副
理
事
長
は
年
末
に
取
り
ま

と
め
ら
れ
る
介
護
保
険
制
度
の
改

悪
が
、
高
齢
者
の
生
活
や
経
済
に

与
え
る
悪
影
響
に
つ
い
て
訴
え

た
。
桜
井
議
員
は
「
現
場
の
声
を

国
政
に
反
映
で
き
る
よ
う
に
全
力

を
尽
く
し
た
い
」
と
応
じ
た
。

　

宮
本
議
員
は
、
協
会
・
保
団
連

な
ど
の
要
請
を
受
け
、
11
月
28
日

の
衆
議
院
総
務
委
員
会
で
、
保
険

証
廃
止
と
オ
ン
ラ
イ
ン
資
格
確
認

義
務
化
の
問
題
を
取
り
上
げ
た
と

紹
介
。
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を

作
ら
な
い
国
民
は
医
療
か
ら
排
除

す
る
の
か
、
ま
た
、
オ
ン
ラ
イ
ン

資
格
確
認
義
務
化
が
医
療
機
関
に

過
度
の
負
担
に
な
っ
て
い
る
と
追

及
し
、
厚
労
省
か
ら
地
域
医
療
に

支
障
が
生
じ
る
こ
と
の
な
い
よ
う

に
丁
寧
に
対
応
し
た
い
、
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
作
ら
な
い
こ
と

で
原
則
今
よ
り
不
便
に
な
る
こ
と

は
な
い
と
い
う
答
弁
を
引
き
出
し

た
と
し
、
撤
回
へ
向
け
さ
ら
に
が

ん
ば
り
た
い
と
決
意
を
述
べ
た
。

　

一
谷
議
員
と
赤
木
議
員
と
は
短

時
間
の
面
会
と
な
り
、
要
請
書
を

手
渡
し
た
。

井坂（①中央）・桜井（②中央）・
一谷（③中央）・赤木（③左端）・
宮本（④右）各衆議院議員に要請

厚労省・総務省・デジタル庁の担当官と交渉する
森岡副理事長（左奥）ら　　　　　　　　　　　

●①

●②

●③

●④

追加注文・お問い合わせは、☎078－393－1807まで

アンケート付きリーフレットアンケート付きリーフレット
こども医療費無料化求める署名こども医療費無料化求める署名 ご協力をご協力を！！

ト」は、回答者のなかから抽選でカタログギフトが当たります。リーフレ
ットが入ったポケットティッシュもご用意しています。
　「こども医療費無料化」を求める署名用紙とあわせて、会員医療機関に
11月中にお届けしています。ぜひご協力ください。

　この間続く患者負担増の影響につい
て聞く「アンケート付きリーフレッ

こ
ど
も
医
療
費
無
料
化

求
め
る
署
名
用
紙　
　

ア
ン
ケ
ー
ト
付
き

リ
ー
フ
レ
ッ
ト　

協会業務は、年内は12月28日㈬まで
　　　　　　新年は１月６日㈮からです。

本紙12月25日付は休刊いたします。

事務局休務のお知らせ

厚
労
省
・
総
務
省
・
デ
ジ
タ
ル
庁
と
交
渉

強引な義務化はやめよ
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◇
出
席　

19
人

◇
情
勢　

財
務
省
は
、
か
か
り
つ

け
医
を
法
制
上
明
確
化
し
、
患
者

の
事
前
登
録
な
ど
を
検
討
す
べ
き

と
提
言
。
健
保
連
も
財
務
省
と
足

並
み
を
そ
ろ
え
る
形
で
、
か
か
り

つ
け
医
の
機
能
・
要
件
を
法
令
で

明
確
に
す
る
ほ
か
、
第
三
者
に
よ

る
認
定
制
度
や
希
望
す
る
患
者
が

か
か
り
つ
け
医
を
事
前
に
登
録
す

る
制
度
の
導
入
を
求
め
る
方
針
。

◇
医
療
活
動
報
告　

①
下
畑
享
良

氏
の
ブ
ロ
グ
よ
り
「
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ
―

19
：
最
新
エ
ビ
デ
ン
ス
（
11
／

15
）」
の
資
料
、
②
厚
労
省
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
推

進
本
部
の
事
務
連
絡
文
書
よ
り

「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

に
お
け
る
経
口
抗
ウ
イ
ル
ス
薬

（
ゾ
コ
ー
バ
錠
１
２
５
㎎
）
の
医

療
機
関
及
び
薬
局
へ
の
配
分
に
つ

い
て
」
の
資
料
が
報
告
さ
れ
た
。

◇
災
害
対
策　

阪
神
・
淡
路
大
震

災
28
年
メ
モ
リ
ア
ル
集
会
（
２
０

２
３
／
１
／
17
）
で
は
、
記
念
講

演
「
熊
本
地
震
か
ら
６
年　

被
災

住
民
の
復
興
プ
ロ
セ
ス
に
お
け
る

制
度
の
壁
」
講
師
：
熊
本
学
園
大

学
教
授
・
高
林
英
明
氏
、
報
告

「『
住
ま
い
は
人
権
』
を
求
め
て

〜
復
興
住
宅
追
い
出
し
裁
判
10
年

の
た
た
か
い
」
講
師
：
借
り
上
げ

公
営
住
宅
弁
護
団
事
務
局
長
・
吉

田
維
一
弁
護
士
を
行
う
こ
と
が
報

告
さ
れ
た
。

◇
病
院
・
有
床
診
療
所
対
策
部　

保
団
連
「
サ
イ
バ
ー
セ
キ
ュ
リ
テ

ィ
対
策
に
関
す
る
緊
急
調
査
」
に

協
力
し
た
こ
と
が
報
告
さ
れ
た
。

◇
環
境
・
公
害
対
策
部　

「
原
発

運
転
上
限
延
長
案
に
強
く
抗
議
す

る
」
抗
議
声
明
が
了
承
さ
れ
た
。

 

（
11
月
26
日　

理
事
会
よ
り
）

会
員
訃
報

ご
冥
福
を
お
祈
り

 

申
し
上
げ
ま
す

関
田　

幹
雄
先
生

三
木
市　

 

外
・
消
外
科

６
月
12
日 

享
年
82
歳

丸
山　

信
之
先
生

明
石
市　

内
・
脳
外
科

11
月
29
日 

享
年
57
歳

小
川　
　

淳
先
生

北
区　

歯
科

11
月
24
日 

享
年
67
歳

槇
村　

博
之
先
生

灘
区　

内
科

12
月
３
日 

享
年
77
歳

歯
科
診
療
所
譲
渡

◇
宝
塚
市
鶴
の
荘
10
―
３

（
阪
急
清
荒
神
駅
徒
歩
10
分
）

◇
築
20
年
一
戸
建
診
療
所

◇
土
地　

約
69
坪

◇
委
細
電
話
に
て

◇
お
問
い
合
わ
せ
は
、

☎
０
７
９
８
―
52
―
５
１
６

４
ま
で

※
求
人
や
テ
ナ
ン
ト
、
譲
り

た
い
も
の
な
ど
、
会
員
の
方

は
無
料
で
情
報
が
掲
載
で
き

ま
す
。
お
問
い
合
わ
せ
は
、

医
科
☎
078
―
393
―
１
８
０

７
、
歯
科
☎
078
―
393
―
１
８

０
９
ま
で

　

新
型
コ
ロ
ナ
禍

に
よ
る
一
斉
休
校

や
緊
急
事
態
宣
言

に
よ
っ
て
、
子
ど

も
た
ち
の
生
活
様

式
が
変
化
し
た
。
自
宅
で
過
ご

す
時
間
が
増
え
、
不
安
や
ス
ト

レ
ス
が
た
ま
り
、
就
寝
時
間
が

遅
く
な
っ
た
り
、
テ
レ
ビ
・
ゲ

ー
ム
・
ス
マ
ホ
を
見
る
時
間
や

間
食
が
増
え
た
り
し
た
こ
と

が
、
子
ど
も
た
ち
の
心
身
に
悪

影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
。
歯
科

健
診
で
受
診
の
必
要
性
を
指
摘

さ
れ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
未
受

診
の
子
ど
も
も
少
な
く
な
い
。

　

こ
う
し
た
中
、
子
ど
も
た
ち

の
健
康
を
守
り
健
や
か
な
成
長

を
保
障
す
る
た
め
に
、
医
療
費

の
窓
口
負
担
を
軽
減
し
、
受
診

抑
制
を
来
さ
な
い
制
度
が
ま
す

ま
す
必
要
と
な
っ
て
い
る
。

　

協
会
で
は
、
こ
の
間
毎
年
、

に
は
40
市
町
ま
で
増
え
た
（
所

得
制
限
あ
り
も
含
む
）。
こ
の

動
き
は
全
国
で
も
同
様
で
、
全

国
の
１
７
１
８
自
治
体
の
う

ち
、
１
５
２
１
市
区
町
村
で
所

得
制
限
な
く
、
こ
ど
も
医
療
費

助
成
を
行
っ
て
い
る
。

　

こ
ど
も
医
療
費
助
成
に
後
ろ

富
子
町
長
は
千
葉
県
保
険
医
協

会
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に
答
え

て
、「（
こ
ど
も
医
療
費
を
無
料

化
し
て
も
）
医
療
費
の
増
加
は

な
い
」
と
明
言
し
て
い
る
。

　

そ
も
そ
も
疾
病
の
早
期
発

見
、
早
期
治
療
の
重
要
性
か
ら

は
、
お
金
の
心
配
な
く
医
療
機

兵
庫
県
内
の
市
町
に
対
し
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
を
行
い
、
こ
ど
も

医
療
費
助
成
制
度
に
つ
い
て
調

査
を
行
っ
て
き
た
。
調
査
で

は
、
２
０
１
３
年
の
段
階
で

「
中
学
３
年
生
ま
で
医
療
費
窓

口
負
担
が
無
料
」
だ
っ
た
市
町

は
20
だ
っ
た
が
、
２
０
２
２
年

向
き
な
自
治
体
で
は
、
こ
ど
も

医
療
費
を
無
料
に
す
る
と
「
コ

ン
ビ
ニ
受
診
が
増
え
て
医
療
費

が
増
え
る
」「
モ
ラ
ル
ハ
ザ
ー

ド
が
起
こ
る
」
な
ど
の
理
由
で

助
成
を
否
定
す
る
。

　

し
か
し
、
無
料
化
を
実
現
し

て
い
る
千
葉
県
多
古
町
の
平
山

関
が
受
診
で
き
る
ア
ク
セ
ス
の

良
さ
を
「
コ
ン
ビ
ニ
受
診
」
と

称
し
て
批
判
す
る
こ
と
こ
そ
誤

り
で
あ
る
。
ま
た
、
患
者
の
モ

ラ
ル
ハ
ザ
ー
ド
を
理
由
に
窓
口

負
担
を
正
当
化
す
る
言
説
が
あ

る
が
、
患
者
負
担
に
よ
り
経
済

的
に
裕
福
で
な
け
れ
ば
医
療
に

ア
ク
セ
ス
で
き
な
い
制
度
こ
そ

「
モ
ラ
ル
ハ
ザ
ー
ド
」
で
あ
る

と
い
わ
ざ
る
を
得
な
い
。

　

子
ど
も
と
そ
の
保
護
者
は

「
無
料
」
だ
か
ら
で
は
な
く

「
必
要
」
だ
か
ら
受
診
す
る
の

で
あ
り
、
金
銭
的
な
ハ
ー
ド
ル

は
な
く
す
べ
き
で
あ
る
。

　

一
方
で
、
自
治
体
の
助
成
制

度
の
内
容
を
比
べ
る
と
、
自
治

体
間
で
大
き
な
格
差
が
あ
る
。

少
子
化
対
策
と
し
て
も
子
育
て

家
庭
の
経
済
的
負
担
の
軽
減
は

欠
か
せ
な
い
。
そ
の
た
め
に

は
、
全
国
知
事
会
が
要
望
し
て

い
る
よ
う
に
、
国
の
責
任
に
お

い
て
全
国
一
律
の
制
度
と
し
、

そ
し
て
負
担
は
無
料
と
す
べ
き

で
あ
る
。

　

協
会
で
は
、
保
団
連
も
参
加

す
る
「
子
ど
も
医
療
全
国
ネ
ッ

ト
」
の
要
請
に
応
え
て
、「
国

の
制
度
と
し
て
18
歳
ま
で
の
医

療
費
窓
口
負
担
を
無
料
に
」
請

願
署
名
に
取
り
組
ん
で
い
る

（
１
面
に
案
内
）。

　

来
年
１
月
に
開
会
す
る
通
常

国
会
で
提
出
を
予
定
し
て
い
る

の
で
、
ぜ
ひ
年
内
に
ご
協
力
い

た
だ
き
た
い
。

　

ま
た
、
４
月
に
は
統
一
地
方

選
挙
が
行
わ
れ
る
が
、
各
自
治

体
の
こ
ど
も
医
療
費
助
成
制
度

を
さ
ら
に
拡
充
さ
せ
る
絶
好
の

機
会
で
あ
る
。
制
度
拡
充
に
前

向
き
な
首
長
や
議
員
を
当
選
さ

せ
る
べ
く
、
地
域
で
働
き
か
け

を
強
め
よ
う
。

請
願
署
名
と
統
一
地
方
選
挙
で

大
森
弘
之
先
生
を
悼
ん
で

追　悼

 

議
長　
　

三
根　

一
乗

こ
ど
も
医
療
費
助
成
制
度
の

さ
ら
な
る
充
実
を
！

　

保
険
医
協
会
設
立
創
成
期
か
ら
の
会
員
で
淡
路
支
部
長
を
務
め
ら

れ
る
な
ど
ご
活
躍
さ
れ
た
大
森
弘
之
先
生
が
11
月
11
日
、
逝
去
さ
れ

た
。
三
根
一
乗
議
長
の
追
悼
文
を
掲
載
す
る
。

　

「
い
ま
居
酒
屋
『
い
ろ
り
』
に

い
る
ん
だ
。
来
な
い
か
い
？
」

　

懐
か
し
い
大
森
弘
之
先
生
の
声

た
。

　

以
後
２
０
１
７
年
４
月
ま
で
同

地
域
唯
一
の
医
療
機
関
の
長
と
し

て
地
域
医
療
に
貢
献
さ
れ
ま
し

た
。協

会
・
淡
路
支
部
で
の

ご
活
躍

　

保
険
医
協
会
に
は
１
９
７
２
年

に
入
会
さ
れ
て
い
ま
す
。
１
９
７

９
年
尼
崎
支
部
に
続
い
て
県
下
で

２
番
目
の
支
部
と
し
て
淡
路
支
部

が
設
立
さ
れ
ま
す
が
、
そ
の
設
立

に
功
績
の
あ
っ
た
お
一
人
で
す
。

協
会
評
議
員
、
淡
路
支
部
長
、
支

部
幹
事
を
歴
任
さ
れ
ま
し
た
。

　

淡
路
地
域
で
の
協
会
の
組
織
率

は
支
部
が
結
成
さ
れ
る
前
か
ら
高

か
っ
た
の
で
す
が
、
そ
れ
に
は
い

く
つ
か
の
理
由
が
あ
り
ま
し
た
。

　

一
つ
は
新
し
い
医
学
知
識
の
吸

収
を
求
め
て
い
た
島
内
の
医
師

に
、
協
会
が
機
敏
に
対
応
し
た
こ

と
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
具
体
的
に

は
最
新
の
知
識
を
吸
収
し
て
も
ら

う
た
め
に
、
い
ろ
い
ろ
手
を
尽
く

し
て
、
気
鋭
の
研
究
者
を
講
師
に

招
聘
し
ま
し
た
。

　

今
で
は
想
像
も
で
き
ま
せ
ん

が
、
架
橋
前
は
離
島
で
あ
っ
た
淡

路
島
に
講
師
を
迎
え
る
こ
と
は
大

変
難
し
か
っ
た
の
で
す
。
こ
の
企

画
に
は
松
本
敬
明
先
生
や
中
林
性

次
先
生
、
そ
し
て
大
森
先
生
等
が

当
た
ら
れ
ま
し
た
。

　

そ
し
て
１
９
６
０
年
代
に
起
こ

っ
た
審
査
、
指
導
、
監
査
に
関
す

る
Ｙ
技
官
の
横
暴
も
、
会
員
増
加

の
契
機
の
一
つ
に
な
っ
た
と
思
わ

れ
ま
す
。

　

淡
路
地
区
で
も
こ
ん
な
こ
と
が

あ
り
ま
し
た
。
社
保
懇
談
会
の
席

上
で
保
険
点
数
算
定
の
仕
方
に
つ

い
て
質
問
を
し
た
医
師
会
員
に
対

し
て
、
Ｙ
技
官
が
「
あ
ん
た
は
欲

張
り
医
者
だ
、
あ
ん
た
の
よ
う
な

医
者
が
い
る
か
ら
社
保
、
国
保
の

財
政
が
赤
字
に
な
る
ん
だ
」
と
面

罵
し
た
の
で
す
。

　

本
来
な
ら
ば
地
区
の
医
師
会
長

な
り
が
即
座
に
Ｙ
技
官
に
抗
議
す

べ
き
で
あ
っ
た
の
で
す
が
、
報
復

審
査
を
恐
れ
て
し
り
込
み
し
て
し

ま
っ
た
の
で
す
。
こ
の
光
景
を
目

に
し
て
、
医
師
会
員
の
不
満
は
高

ま
っ
て
い
き
ま
す
。

　

し
か
し
、
こ
の
Ｙ
技
官
に
立
ち

向
か
っ
た
一
団
が
い
ま
し
た
。
そ

れ
が
保
険
医
協
会
の
役
員
と
事
務

局
の
方
々
だ
っ
た
の
で
す
。
こ
う

し
た
「
頼
り
に
な
る
協
会
」
に
信

頼
を
寄
せ
た
先
生
方
の
入
会
が
相

次
ぎ
、
淡
路
で
の
入
会
率
が
上
が

っ
て
い
っ
た
の
で
す
。
そ
の
結

果
、
島
内
に
あ
る
三
つ
の
医
師
会

の
会
長
を
は
じ
め
と
す
る
役
員
の

ほ
と
ん
ど
の
方
々
が
協
会
に
入
会

さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

さ
て
無
事
に
淡
路
支
部
は
立
ち

上
が
っ
た
の
で
す
が
、
幹
事
会
の

メ
ン
バ
ー
に
は
医
師
会
の
重
鎮
が

ず
ら
り
と
並
ん
で
い
て
、
幹
事
会

が
世
間
話
に
終
始
す
る
傾
向
が
出

て
き
ま
す
。

　

そ
ん
な
雰
囲
気
の
中
で
、
大
森

先
生
か
ら
協
会
活
動
は
広
く
政

治
、
経
済
、
社
会
等
の
情
勢
を
把

握
し
、
医
療
、
保
健
、
福
祉
、
介

護
の
分
野
に
お
け
る
問
題
点
を
明

ら
か
に
し
て
い
く
姿
勢
が
重
要
で

あ
る
と
の
提
案
が
出
さ
れ
て
、
情

勢
報
告
と
討
議
に
時
間
を
か
け
る

こ
と
に
な
っ
た
経
緯
が
あ
り
ま

す
。非

核
平
和
へ
の
希
求

　

大
森
先
生
は
平
和
へ
の
希
求
に

つ
い
て
も
、
は
っ
き
り
し
た
お
考

え
を
お
持
ち
で
し
た
。
ご
自
身

は
、
原
爆
投
下
当
日
は
爆
心
地
か

ら
離
れ
た
学
徒
動
員
先
で
作
業
さ

れ
て
い
た
と
の
こ
と
で
す
が
、
原

爆
投
下
前
後
に
つ
い
て
の
お
話
は

あ
ま
り
な
さ
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

そ
の
理
由
を
お
聞
き
し
た
こ
と
が

あ
り
ま
す
が
、「
恥
ず
か
し
な
が

ら
、
言
葉
と
し
て
う
ま
く
表
現
す

る
こ
と
が
で
き
な
い
の
で
す
よ
。

語
り
部
と
し
て
は
失
格
で
す
ね
」

と
話
さ
れ
た
の
が
印
象
的
で
し

た
。

　

保
団
連
の
医
療
に
対
す
る
基
本

姿
勢
を
込
め
た
「
開
業
医
宣
言
」

の
第
10
項
に
、「
人
命
を
守
る
医

師
は
い
か
な
る
戦
争
を
も
容
認
で

き
な
い
。
私
た
ち
は
歴
史
の
教
訓

に
学
び
、
憲
法
の
理
念
を
体
し
て

平
和
を
脅
か
す
動
き
に
反
対
し
、

核
戦
争
の
防
止
と
核
兵
器
廃
絶
が

現
代
に
生
き
る
医
師
の
社
会
的
責

任
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
」
と

あ
り
ま
す
。

　

こ
の
宣
言
は
１
９
８
９
年
１
月

22
日
に
保
団
連
第
27
回
定
期
総
会

で
採
択
さ
れ
ま
し
た
が
、
そ
れ
に

先
立
っ
て
こ
の
精
神
を
先
取
り
す

る
形
で
核
兵
器
廃
絶
の
運
動
は
社

会
的
使
命
で
あ
る
と
説
か
れ
た
大

森
先
生
に
深
甚
の
敬
意
を
表
し
ま

す
。得

難
い
先
輩

大
森
先
生
、さ
よ
う
な
ら

　

最
後
に
、
私
事
に
わ
た
り
ま
す

が
先
生
は
折
に
触
れ
て
適
切
な
助

言
を
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
年

を
取
っ
て
く
る
と
忠
告
を
し
て
く

れ
る
方
は
少
な
い
と
言
わ
れ
ま
す

が
、
そ
の
お
一
人
が
大
森
先
生
で

し
た
。

　

会
議
や
懇
談
会
の
後
で
、「
三

根
さ
ん
、
人
の
意
見
は
途
中
で
口

を
挟
ま
ず
に
最
後
ま
で
き
ち
ん
と

聞
き
終
え
る
こ
と
。
反
論
は
ひ
と

呼
吸
お
い
て
、
口
調
は
あ
く
ま
で

も
平
静
に
」、「
物
事
を
決
め
る
と

き
に
は
言
葉
を
惜
し
ん
で
は
い
け

ま
せ
ん
。
相
手
の
目
を
見
て
諄
々

と
ね
」
等
々
。
思
慮
の
足
り
な
い

私
を
諭
し
て
く
だ
さ
っ
た
先
生

に
、
心
か
ら
の
謝
意
を
さ
さ
げ

て
、
お
別
れ
の
言
葉
と
い
た
し
ま

す
。

が
今
も
耳
に
残
っ
て
い
ま

す
。
そ
の
大
森
先
生
が
亡

く
な
ら
れ
ま
し
た
。
93
歳

で
し
た
。

　

先
生
は
長
崎
県
の
ご
出

身
で
、
旧
制
佐
賀
高
等
学

校
か
ら
長
崎
大
学
医
学
部

に
進
ま
れ
ま
し
た
。

　

国
立
別
府
病
院
外
科
勤

務
を
経
て
、
１
９
６
４
年

淡
路
島
の
三
原
郡
西
淡
町

立
津
井
診
療
所
長
に
就
任

さ
れ
、
１
９
６
７
年
同
所

で
医
院
を
開
院
さ
れ
ま
し

大森 弘之先生（享年93歳）
1929年生まれ。55年長崎大学医学部卒。国立
別府病院勤務を経て、67年に旧三原郡・現南
あわじ市に大森診療所開業。1972年２月協会
入会、1979年淡路支部設立から支部幹事を務
め、1987年～89年淡路支部第４代支部長。協
会評議員・予備評議員を務める
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コロナ禍の実情をアンケートで調査

マスコミ通じ
 医療ひっ迫知らせる

第32回反核医師のつどいを兵庫で開催

核兵器も
　　原発もない世界へ

兵庫保険医新聞2000号

次の1000号へさらに良い
紙面づくりに努めます

会員数過去最高
7700人を達成

診療報酬改定に合わせ

各地で新点数研究会を開催
オンライン資格確認義務化・
物価高騰への補助金など

会員の要求を
　　行政に反映

　

協
会
は
今
年
度
の
診
療
報
酬
改

定
に
あ
た
り
、
３
月
21
日
か
ら
県

内
各
地
の
23
会
場
と
オ
ン
ラ
イ
ン

で
新
点
数
研
究
会
を
行
っ
た
。
２

年
に
一
度
の
診
療
報
酬
改
定
に
合

わ
せ
て
行
っ
て
い
る
も
の
だ
が
、

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
拡
大
を
受
け
て

前
回
の
２
０
２
０
年
は
完
全
オ
ン

ラ
イ
ン
で
行
っ
て
い
た
た
め
、
現

地
会
場
で
の
開
催
は
４
年
ぶ
り
。

医
科
・
歯
科
合
わ
せ
て
２
７
６
０

人
が
参
加
し
た
。

　

研
究
会
で
は
基
本
診
療
料
の
大

幅
引
き
上
げ
、
75
歳
以
上
の
医
療

費
窓
口
負
担
２
割
化
中
止
を
求
め

る
決
議
を
採
択
し
た
。

　今年10月の75歳以上の医療費窓口負担２倍
化阻止をめざし、国会への請願署名活動に取
り組んだ。協会が取りまとめた実施中止を求
める署名は、会員医療機関に加え、患者、市
民、県内の介護施設からも多数の協力があ
り、16,587筆に達した。
　国会会期中は毎月国会議員への請願行動を
行い、「負担増は受診抑制に繋がり、国民の
いのちと健康を脅かす」と中止を求めた。
　10月から２倍化が強行され、懸念されてい
た受診抑制が現実のものになっている。協会
は11月から患者アンケートを行い、実態の把
握に努めている。

　

協
会
が
参
加
す
る
実
行
委
員
会
は
９
月
24

日
、
25
日
に
「
第
32
回
核
戦
争
に
反
対
し
核
兵

器
の
廃
絶
を
求
め
る
医
師
・
医
学
者
の
つ
ど
い

（
反
核
医
師
の
つ
ど
い
）」
を
開
催
し
た
。

　

医
師
・
歯
科
医
師
ら
２
０
０
人
超
が
参
加
。

ノ
ー
ベ
ル
平
和
賞
を
受
賞
し
た
Ｉ
Ｃ
Ａ
Ｎ
の
金

融
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
で
、
オ
ラ
ン
ダ
の
Ｎ
Ｇ

Ｏ
・
Ｐ
Ａ
Ｘ
の
ス
ー
ジ
ー
・
ス
ナ
イ
ダ
ー
さ
ん

が
オ
ン
ラ
イ
ン
で
講
演
し
、「
核
兵
器
に
お
金

を
貸
す
な
！
（Don't bank on the bomb

）

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
に
つ
い
て
紹
介
す
る
と
と
も

に
、
福
島
第
一
原
発
事
故
に
医
療
者
と
し
て
ど

う
向
き
合
う
か
意
見
を
交
わ
す
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

を
行
う
な
ど
、
核
兵
器
も
原
発
も
な
い
世
界
の

実
現
へ
思
い
を
共
有
し
た
。

　協会の兵庫保険医新聞が2000号を迎えた。
2000号は記念号として、過去の紙面をピックア
ップし創刊からの歴史を振り返り、歴代新聞部
長のコメントを掲載した。

　

協
会
は
今
年
４
月
か
ら
６
月
ま
で

取
り
組
ん
だ
「
春
の
組
織
強
化
月

間
」
で
、
過
去
最
高
の
会
員
数
７
７

０
０
人
を
達
成
し
た
。
結
成
以
来
53

年
間
、
一
度
も
年
度
末
の
会
員
数
を

減
ら
す
こ
と
な
く
、
節
目
を
迎
え

た
。

　

協
会
は
さ
ら
に
「
頼
り
に
な
り
役

立
つ
、
会
員
に
な
っ
て
得
す
る
協

会
」
活
動
を
実
践
す
る
と
と
も
に
、

地
域
住
民
と
力
を
合
わ
せ
、
社
会
保

障
・
地
域
医
療
の
充
実
に
力
を
尽
く

し
て
い
く
。

　

国
際
部
は
、
在
留
外
国
人
へ

の
医
療
現
場
で
の
サ
ポ
ー
ト
を

進
め
よ
う
と
、
２
月
に
「
移
民

・
難
民
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
で
の
医

療
」（
講
師
：
横
浜
市
・
港
町

診
療
所　

山
村
淳
平
先
生
）、

７
月
に
「
医
療
関
係
者
の
た
め

の
『
や
さ
し
い
日
本
語
』
実
地

研
修
会
」、
11
月
に
「
在
日
ベ

ト
ナ
ム
人
の
診
療
に
関
す
る
コ

ツ
」
の
研
究
会
を
開
催
す
る
な

ど
、
活
発
に
活
動
を
行
っ
た
。

　

協
会
は
昨
年
に
引
き
続
き
第
７
回
〜

第
９
回
の
新
型
コ
ロ
ナ
に
関
す
る
ア
ン

ケ
ー
ト
を
実
施
し
、
マ
ス
コ
ミ
発
表
を

行
っ
た
。
第
７
波
で
発
熱
患
者
が
殺
到

し
、
断
ら
ざ
る
を
得
な
い
な
ど
、
医
療

機
関
の
ひ
っ
迫
し
た
状
況
を
明
ら
か
に

し
、
マ
ス
コ
ミ
を
通
じ
て
医
療
提
供
体

制
の
充
実
の
必
要
性
を
訴
え
る
こ
と
が

で
き
た
。

　

第
９
回
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、
コ
ロ
ナ

後
遺
症
と
ワ
ク
チ
ン
の
重
度
の
副
反
応

に
つ
い
て
多
く
の
医
療
機
関
が
対
応
を

迫
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
報
告
し
、
多
く

の
市
民
か
ら
反
響
を
得
た
。

発熱外来のひっ迫を明らかにした第７回アン
ケート結果を報じるサンテレビ（８月12日）

「非核『神戸方式』を世界へ」をテーマに全国から
200人超が参加し、核廃絶への思いを共有した　　

「『やさしい日本語』実地研修
会」は日本に住む外国人が模
擬患者を務め、診察のロール
プレイを行った（７月10日）

毎
月
国
会
を
訪
れ
、

与
野
党
問
わ
ず
国
会

議
員
に
実
施
中
止
を

要
請
し
た　
　
　
　

オンライン併用
で行った研究会
では、会場の協
会会議室に120
人、オンライン
で496人が参加
した（３月26日）

２倍化実施中止
を求めて１万６
千筆を超える署
名が集まった

234人が集ま
った神戸文化
ホール
（３月24日）

ZOOMZOOM
 UP！ UP！

　2022年の兵庫県保険医協会の活動を
写真とともに振り返る。

20222022

２
０
０
０
号
と
な
っ
た
３
月
15
日
付
の
記
念
号

　

政
府
が
突
如
、
発
表
し
た

「
来
年
４
月
か
ら
の
オ
ン
ラ
イ

ン
資
格
確
認
義
務
化
」「
保
険

証
廃
止
」
に
つ
い
て
、
協
会
は

厚
労
省
に
撤
回
を
求
め
て
数
回

に
わ
た
り
交
渉
を
行
っ
た
。
そ

の
結
果
、「
４
月
の
時
点
で
保

険
医
療
機
関
指
定
を
取
り
消
す

な
ど
と
い
う
こ
と
は
あ
り
え
な

い
」
な
ど
の
回
答
を
引
き
出
し

た
。

　

ま
た
県
や
厚
労
省
に
対
し
、

医
療
機
関
向
け
の
物
価
高
騰
対

策
を
求
め
、
県
に
よ
る
制
度
創

設
を
勝
ち
と
っ
た
。

医療機関の経営を守るため臨時交付金を
活用するよう県に要請した（７月14日）

ベ
ト
ナ
ム
人
医
師
と
し
て
外
国
人
へ
の
コ
ロ
ナ

支
援
を
行
っ
て
い
る
フ
ァ
ム
・
グ
ェ
ン
・
ク
ィ
ー

先
生
が
講
演
（
11
月
５
日
）　
　
　
　
　
　
　

国
際
部

外
国
人
患
者
へ
の

サ
ポ
ー
ト
学
ぶ

75歳以上窓口負担２倍化は中止を75歳以上窓口負担２倍化は中止を

最後まで医療機関・
 患者の思い訴えた
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（
５
面
へ
つ
づ
く
）

75
歳
以
上
２
割
化

撤
回
求
め
運
動
を北阪神支部

谷口紀善評議員

コ
ロ
ナ
禍
で
の
会
員

ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
企
画

北摂・丹波支部

安部治郎評議員

２
割
化
反
対
署
名

会
員
目
標
を
超
過
達
成

北播支部

柳井映二評議員

医
療
・
介
護
連
携
で

懇
談
会
を
開
催淡路支部

大橋　明評議員

圧
力
と
脅
し
の

義
務
化
に
断
固
反
対

歯科部会

島津俊二評議員

石
綿
健
康
リ
ス
ク

評
価
機
関
の
設
置
を

環境・公害対策部

上田進久評議員

原
発
新
増
設
を

断
固
許
さ
な
い環境・公害対策部

住友直幹評議員

オ
ン
ラ
イ
ン
資
格
確
認

義
務
化
に
断
固
反
対

尼崎支部
山内道士評議員

低
医
療
費
政
策
転
換
を

理
事
長　
　

理
事
長　
　

西
山　

裕
康

西
山　

裕
康

理
事
長
あ
い
さ
つ

理
事
長
あ
い
さ
つ

発　
　

言

発　
　

言

　

低
医
療
費
政
策
に
よ
り
コ
ロ
ナ

禍
の
中
で
の
医
療
崩
壊
を
招
い
た

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
政
府
は
診
療

報
酬
の
抑
制
、
後
期
高
齢
者
窓
口

負
担
の
２
倍
化
、
病
床
削
減
の
推

進
な
ど
コ
ス
ト
削
減
政
策
を
強
行

し
て
い
る
。
窓
口
負
担
は
病
気
を

持
つ
人
の
受
難
者
負
担
だ
。
能
力

に
応
じ
た
負
担
は
窓
口
負
担
で
は

な
く
保
険
料
や
税
に
求
め
る
べ
き

で
あ
る
。
今
、
負
担
能
力
を
有
す

る
の
は
、
低
所
得
者
や
中
間
層
な

の
か
、
過
去
最
高
の
利
益
を
更
新

し
内
部
留
保
を
積
み
上
げ
て
い
る

大
企
業
、
金
融
所
得
を
よ
り
多
く

保
有
す
る
富
裕
層
な
の
か
、
明
白

で
あ
る
。

　

さ
ら
に
消
費
税
増
税
の
声
も
聞

こ
え
て
く
る
が
、
デ
フ
レ
下
に
増

税
す
れ
ば
、
消
費
が
落
ち
込
み
経

済
成
長
が
鈍
化
す
る
の
は
明
ら
か

だ
。
現
在
の
日
本
で
は
、
プ
ラ
イ

マ
リ
ー
バ
ラ
ン
ス
黒
字
化
や
防
衛

費
増
強
等
で
は
な
く
、
医
療
・
社

会
保
障
の
充
実
に
よ
る
将
来
不
安

の
解
消
、
雇
用
の
改
善
と
賃
金
の

引
き
上
げ
、
消
費
税
の
減
税
な
ど

に
よ
り
消
費
を
活
性
化
さ
せ
、
経

済
成
長
に
結
び
つ
け
る
こ
と
が
必

要
と
考
え
る
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

は
現
在
、
第
８
波
の
入
り
口
と
言

え
る
。
発
熱
患
者
を
診
る
医
療
機

関
の
拡
充
・
強
化
な
ど
が
求
め
ら

れ
て
お
り
、
現
在
の
限
り
あ
る
医

療
資
源
の
有
効
な
活
用
が
必
要
と

さ
れ
る
が
、
そ
も
そ
も
限
り
あ
る

医
療
資
源
と
な
っ
て
い
る
の
は
、

医
療
費
抑
制
政
策
を
長
く
続
け
て

き
た
結
果
で
あ
る
こ
と
を
忘
れ
て

は
い
け
な
い
。
重
症
化
リ
ス
ク
の

低
い
人
は
受
診
せ
ず
、
自
宅
療
養

す
る
よ
う
に
と
い
う
要
請
は
、
病

気
の
人
は
医
療
機
関
を
受
診
し
、

医
師
が
診
断
し
治
療
す
る
と
い
う

医
療
の
基
本
を
崩
す
も
の
に
な
り

か
ね
な
い
。

　

次
い
で
、
オ
ン
ラ
イ
ン
資
格
確

認
に
つ
い
て
だ
。
当
会
や
保
団
連

の
調
査
で
７
割
以
上
が
オ
ン
ラ
イ

ン
資
格
確
認
の
義
務
化
、
保
険
証

の
廃
止
に
反
対
だ
。
こ
の
政
策

は
、
普
及
が
進
ま
な
い
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
の
実
質
的
な
強
制
取

得
制
度
で
、
患
者
の
受
療
権
や
医

療
機
関
の
経
営
の
自
由
を
侵
害

し
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
申

請
主
義
と
い
う
法
の
定
め
に
も
反

す
る
。
省
令
に
過
ぎ
な
い
療
養
担

当
規
則
で
強
制
す
る
な
ど
あ
っ
て

は
な
ら
な
い
。
廃
院
前
倒
し
を
考

え
る
会
員
も
１
割
近
く
い
る
。
会

員
の
大
半
が
反
対
し
、
地
域
医
療

の
崩
壊
を
推
し
進
め
か
ね
な
い
こ

の
政
策
に
は
、
断
固
と
し
て
反
対

し
て
い
き
た
い
。

　

協
会
は
、
会
員
拡
大
も
病
院
を

含
め
積
極
的
に
行
っ
て
い
る
。
会

員
の
増
加
は
協
会
活
動
へ
の
賛
同

の
表
れ
で
あ
り
、
大
い
に
私
ど
も

も
勇
気
づ
け
ら
れ
る
こ
と
で
あ

り
、
皆
様
の
ご
協
力
に
感
謝
し
た

い
。

　

人
口
減
少
、
少
子
高
齢
化
が
進

み
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

拡
大
の
長
期
化
な
ど
に
よ
り
、
社

会
的
孤
立
や
生
活
困
窮
が
問
題
と

な
っ
て
お
り
、
医
療
・
介
護
・
労

働
・
農
業
な
ど
の
生
活
関
連
分
野

で
の
連
携
の
重
要
性
が
高
ま
っ
て

い
る
。

　

２
０
１
５
年
に
介
護
報
酬
を
２

・
27
％
引
き
下
げ
、
介
護
離
職
が

起
き
、
38
万
人
の
介
護
者
の
不
足

が
言
わ
れ
た
。
あ
れ
か
ら
10
年
近

く
が
経
っ
た
が
、
日
本
は
い
っ
た

い
何
を
し
て
い
る
の
か
。
オ
ラ
ン

ダ
等
を
参
考
に
し
て
一
日
も
早
く

日
本
の
充
実
し
た
介
護
制
度
を
作

り
上
げ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

長
引
く
コ
ロ
ナ
禍
と
経
済
不
況

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
大
企
業
だ
け

が
儲
け
を
溜
め
こ
み
、
内
部
留
保

は
今
や
５
１
６
・
５
兆
円
と
言
わ

れ
て
い
る
。
ア
メ
リ
カ
で
は
こ
の

内
部
留
保
に
課
税
し
て
い
る
が
、

日
本
は
課
税
し
て
い
な
い
。

　

な
ぜ
今
、
高
齢
者
の
医
療
費
窓

口
負
担
を
２
割
化
し
た
の
か
。
患

者
と
医
療
現
場
の
怒
り
と
、
撤
回

を
求
め
る
声
が
急
速
に
広
が
っ
て

い
る
。
受
診
抑
制
は
病
気
の
悪
化

に
つ
な
が
る
。
協
会
は
全
力
で
取

り
組
む
べ
き
だ
。

　

オ
ン
ラ
イ
ン
資
格
確
認
義
務
化

　

わ
が
国
の
疫
学
や
公
衆
衛
生
の

医
療
体
制
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
で
見

ら
れ
る
よ
う
に
ま
こ
と
に
貧
弱
で

お
粗
末
だ
。
ア
ス
ベ
ス
ト
曝
露
の

リ
ス
ク
評
価
が
な
お
ざ
り
で
放
置

さ
れ
て
い
る
代
表
が
阪
神
・
淡
路

大
震
災
だ
。
こ
れ
は
、
職
業
曝
露

を
の
ぞ
い
て
世
界
で
も
っ
と
も
ひ

ど
い
曝
露
だ
っ
た
と
考
え
て
い

る
。
１
カ
月
被
災
地
で
勤
務
し
た

警
察
官
が
２
０
１
４
年
中
皮
腫
で

亡
く
な
り
、
公
務
災
害
と
認
定
さ

れ
た
こ
と
が
物
語
っ
て
い
る
。

　

わ
が
国
で
は
、
い
ま
だ
ア
ス
ベ

ス
ト
検
診
と
呼
べ
る
よ
う
な
も
の

が
な
い
。
こ
れ
ま
で
一
定
検
討
さ

れ
て
き
た
が
、
昨
年
肺
が
ん
検
診

に
含
め
る
こ
と
が
決
ま
り
、
疫
学

的
に
認
め
が
た
い
。
肺
が
ん
検
診

が
窓
口
に
な
る
な
ら
、
問
診
票
に

「
震
災
に
よ
る
ア
ス
ベ
ス
ト
曝

露
」
と
い
う
言
葉
が
な
い
こ
と
は

問
題
で
あ
り
、
受
診
者
へ
の
曝
露

リ
ス
ク
の
情
報
提
供
が
重
要
だ
。

　

第
三
者
機
関
に
よ
る
ア
ス
ベ
ス

ト
曝
露
リ
ス
ク
評
価
機
関
の
設
置

の
重
要
性
を
訴
え
て
い
き
た
い
。

　

今
年
２
月
の
朝
日
新
聞
の
調
査

で
原
発
再
稼
働
反
対
派
が
初
め
て

半
数
を
割
り
、
８
月
の
日
経
新
聞

の
調
査
で
は
７
割
が
再
稼
働
に
賛

成
し
て
い
る
。
ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ

イ
ナ
侵
略
に
よ
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
逼

迫
の
影
響
が
大
き
い
だ
ろ
う
が
、

福
島
の
事
故
が
風
化
し
つ
つ
あ
る

と
も
い
え
る
。
い
わ
ゆ
る
保
守
や

右
翼
の
中
に
も
脱
原
発
の
論
客
が

お
り
、
反
原
発
の
一
点
で
一
致
し

て
運
動
を
す
る
べ
き
だ
。

　

８
月
24
日
、
岸
田
政
権
は
原
発

再
稼
働
の
み
な
ら
ず
新
増
設
に
ま

で
踏
み
込
ん
だ
発
言
を
し
、
原
発

政
策
の
転
換
を
決
定
し
た
。
戦
時

下
で
は
原
発
が
大
変
リ
ス
キ
ー
な

存
在
に
な
る
と
い
う
ウ
ク
ラ
イ
ナ

の
現
実
か
ら
何
も
学
ば
ず
、
そ
れ

と
矛
盾
す
る
軍
事
費
拡
大
強
化
を

唱
え
て
も
批
判
の
声
は
あ
ま
り
大

き
く
な
い
。

　

市
長
選
挙
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
す

る
の
は
ど
う
か
。
６
月
の
杉
並
区

長
選
挙
で
は
市
民
擁
立
で
無
名
の

新
人
・
岸
本
聡
子
さ
ん
が
住
民
参

加
型
の
透
明
性
あ
る
地
方
政
治
を

訴
え
、
現
職
を
破
り
当
選
し
た
。

「
脱
原
発
を
め
ざ
す
首
長
会
議
」

も
活
動
を
続
け
て
い
る
。
私
た
ち

の
一
票
が
届
き
や
す
い
地
方
に
焦

点
を
当
て
て
運
動
す
る
の
も
一
つ

　

８
月
に
第
44
回
支
部
総
会
・
記

念
企
画
「
ケ
ア
ニ
ン
」
Ｗ
Ｅ
Ｂ
上

映
会
を
開
催
し
、
参
加
25
人
と
盛

会
で
あ
っ
た
。
上
映
会
終
了
後
、

地
元
の
訪
問
看
護
師
、
介
護
支
援

専
門
員
や
高
齢
者
施
設
職
員
ら
を

パ
ネ
リ
ス
ト
に
「
コ
ロ
ナ
禍
に
お

け
る
医
療
、
介
護
連
携
」
を
テ
ー

マ
に
懇
談
。
協
会
が
取
り
組
む

「
75
歳
以
上
の
医
療
費
窓
口
負
担

２
割
化
」
中
止
署
名
に
、
パ
ネ
リ

ス
ト
が
そ
れ
ぞ
れ
所
属
す
る
地
元

社
会
福
祉
協
議
会
や
施
設
を
通
じ

て
多
数
協
力
い
た
だ
け
た
。

　

支
部
で
は
、
コ
ロ
ナ
禍
以
降
、

毎
月
ウ
ェ
ブ
を
活
用
し
た
リ
モ
ー

ト
幹
事
会
と
、「
日
常
診
療
勉
強

会
」
を
開
催
し
て
い
る
。

　

コ
ロ
ナ
前
に
シ
リ
ー
ズ
化
し
て

い
た
企
画
「
他
科
を
知
る
会
」

を
、
洲
本
市
医
師
会
、
県
立
淡
路

医
療
セ
ン
タ
ー
と
共
催
で
11
月
に

再
開
し
た
。
会
員
ア
ン
ケ
ー
ト
に

も
と
づ
き
、
今
さ
ら
聞
き
づ
ら
い

循
環
器
の
基
礎
的
な
こ
と
を
県
立

淡
路
医
療
セ
ン
タ
ー
循
環
器
内
科

の
山
下
宗
一
郎
先
生
に
わ
か
り
や

す
く
ご
教
授
い
た
だ
き
、
ざ
っ
く

ば
ら
ん
に
症
例
検
討
を
行
っ
た
。

今
後
も
シ
リ
ー
ズ
で
開
催
す
る
。

の
方
策
は
？
」
は
、
大
阪
大
学
の

宮
坂
昌
之
名
誉
教
授
に
ご
講
演
い

た
だ
い
た
。
ウ
ェ
ブ
併
用
で
、
31

人
の
先
生
方
が
参
加
さ
れ
た
。

　

今
後
の
企
画
と
し
て
、
年
明
け

に
医
療
安
全
管
理
研
修
会
を
予
定

す
る
ほ
か
、
コ
ロ
ナ
禍
で
長
ら
く

保
留
と
し
て
い
た
市
民
公
開
企
画

を
来
年
夏
頃
に
開
催
で
き
る
よ
う

準
備
を
す
す
め
て
い
く
。

　

医
療
運
動
対
策
で
は
、「
75
歳

以
上
の
医
療
費
窓
口
負
担
２
割

化
」
中
止
署
名
に
取
り
組
み
、
会

員
参
加
率
が
目
標
の
20
％
を
超
過

達
成
し
た
。
前
回
の
「
ス
ト
ッ

プ
！
患
者
負
担
増
署
名
」
に
続
い

て
目
標
を
達
成
で
き
た
。
今
後
展

開
さ
れ
る
署
名
運
動
も
支
部
で
討

議
の
う
え
、
多
く
の
支
部
会
員
の

先
生
方
に
協
力
を
訴
え
た
い
。

　

組
織
拡
大
に
つ
い
て
は
、
開
業

医
対
策
と
し
て
、
世
話
人
の
先
生

方
が
紹
介
状
の
協
力
を
す
る
な
ど

し
て
入
会
を
訴
え
て
い
る
。
世
話

人
会
で
引
き
続
き
組
織
拡
大
を
重

点
的
に
協
議
し
て
い
き
た
い
。

　

精
神
科
医
で
、
義
務
を
感
じ
す

ぎ
て
う
つ
に
な
る
患
者
さ
ん
を
日

々
診
て
い
る
立
場
か
ら
も
、
オ
ン

ラ
イ
ン
資
格
確
認
の
導
入
の
義
務

化
、
保
険
証
廃
止
に
反
対
す
る
。

何
の
た
め
に
義
務
化
す
る
の
か
説

明
さ
れ
て
お
ら
ず
、
目
的
が
曖
昧

な
ま
ま
「
言
う
こ
と
を
き
き
な
さ

い
」
は
う
つ
に
な
る
。
国
民
の
た

め
、
患
者
の
た
め
に
な
る
な
ら
、

頑
張
ろ
う
と
思
え
る
が
、
と
に
か

く
目
的
が
曖
昧
だ
。
利
便
性
重
視

も
手
段
優
先
に
な
り
、
目
的
が
優

先
さ
れ
な
い
の
で
、
意
欲
が
出

ず
、
や
は
り
う
つ
状
態
を
作
る
。 （代読 綿谷茂樹理事）

　

私
の
診
療
所
の
電
子
カ
ル
テ
で

も
、
年
に
数
回
ト
ラ
ブ
ル
が
発
生

す
る
。
本
来
医
師
は
医
療
に
専
念

す
る
べ
き
だ
。
保
険
医
取
り
消
し

と
い
う
脅
迫
行
為
が
行
わ
れ
て
い

る
こ
と
を
メ
デ
ィ
ア
は
報
じ
な

い
。
一
開
業
医
は
従
う
か
、
閉
院

す
る
か
を
迫
ら
れ
る
不
条
理
な
こ

と
が
進
行
し
て
い
る
。
精
神
科
医

と
し
て
、
開
業
医
と
し
て
、
義
務

化
に
断
固
反
対
だ
。

　

春
以
降
の
支
部
企
画
と
し
て
、

８
月
に
支
部
総
会
を
行
い
、
記
念

講
演
「
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
の

効
果
、
有
効
性
と
副
反
応
―
今
後

　

北
摂
・
丹
波
支
部
で
は
、
10
月

に
支
部
総
会
・
記
念
講
演
「
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
現
状

と
ワ
ク
チ
ン
」
を
行
い
、
神
戸
市

立
医
療
セ
ン
タ
ー
中
央
市
民
病
院

感
染
症
科
の
黒
田
浩
一
先
生
に
ご

講
演
い
た
だ
き
、
Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ
―

19
に
つ
い
て
、
最
新
の
知
見
を
深

め
る
こ
と
が
で
き
た
。

　

職
員
接
遇
研
修
会
を
約
３
年
ぶ

り
に
三
田
市
内
で
開
催
し
、
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
の
松

田
幸
子
先
生
に
「
コ
ロ
ナ
禍
で
の

接
遇
の
ポ
イ
ン
ト
」
に
つ
い
て
お

話
い
た
だ
い
た
。
丹
波
篠
山
市
で

も
同
じ
テ
ー
マ
で
開
催
す
る
予
定

だ
。
ま
た
、
市
民
公
開
企
画
と
し

て
、
安
倍
首
相
の
首
相
通
算
在
職

日
数
を
タ
イ
ト
ル
に
し
た
ド
キ
ュ

メ
ン
タ
リ
ー
映
画
「
２
８
８
７
」

の
上
映
会
を
、
７
月
の
参
議
院
選

挙
の
前
に
開
催
し
た
。

　

日
本
の
国
債
発
行
残
高
が
２
０

０
０
兆
円
に
達
し
よ
う
と
し
て
い

る
。
増
税
と
い
う
こ
と
で
い
ず
れ

私
た
ち
の
と
こ
ろ
に
返
っ
て
く
る

の
で
は
な
い
か
。
ま
た
、
今
後
東

南
海
地
震
と
東
海
地
震
が
同
時
に

起
こ
る
可
能
性
も
あ
り
、
２
９
９

兆
円
の
被
害
が
出
る
と
試
算
さ
れ

て
い
る
。
そ
の
準
備
を
し
て
お
か

な
く
て
よ
い
の
だ
ろ
う
か
。

の
方
法
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

協
会
が
11
月
20
日
に
開
催
し
た

第
１
０
０
回
評
議
員
会
で
の
理
事

長
あ
い
さ
つ
・
発
言
・
執
行
部
答

弁
の
要
旨
を
掲
載
す
る
。

第100回評議員会　詳報第100回評議員会　詳報

保険証廃止・オン資義務化撤回に全力を保険証廃止・オン資義務化撤回に全力を
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（
４
面
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）

執
行
部
答
弁

執
行
部
答
弁

に
関
し
て
、「
保
険
医
療
機
関
指

定
の
取
り
消
し
事
由
に
な
り
う

る
」
と
の
発
言
は
か
つ
て
指
導
の

場
で
対
象
歯
科
医
師
を
自
殺
に
追

い
込
ん
だ
事
件
を
彷
彿
と
さ
せ

た
。
断
じ
て
許
さ
れ
る
べ
き
で
は

な
く
協
会
あ
げ
て
の
発
言
撤
回
と

発
言
者
の
処
分
を
訴
え
る
べ
き

だ
。

　

最
近
で
も
サ
イ
バ
ー
攻
撃
に
よ

り
業
務
が
で
き
な
く
な
っ
た
病
院

が
あ
っ
た
が
、
国
の
言
う
通
り
行

っ
て
、
情
報
漏
洩
や
業
務
が
で
き

な
く
な
っ
た
時
の
賠
償
は
自
分
で

行
え
、
と
い
う
の
は
あ
ま
り
に
国

は
無
責
任
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

導
入
す
る
か
ど
う
か
は
医
師
の

決
定
権
が
優
先
さ
れ
る
べ
き
だ
。

圧
力
、
脅
し
の
一
連
の
政
治
の
や

り
方
に
断
固
反
対
す
る
。

　

こ
の
と
こ
ろ
、
歯
科
部
会
の
議

論
で
「
時
代
の
流
れ
だ
か
ら
」
と

い
う
発
言
が
目
立
つ
。
そ
の
時
代

の
流
れ
を
作
っ
て
い
る
の
は
誰

で
、
目
的
は
何
か
と
疑
問
を
投

げ
、
最
善
の
道
を
探
す
の
が
協
会

の
行
く
べ
き
道
で
は
な
い
だ
ろ
う

か
。
困
っ
て
い
る
会
員
に
手
を
差

し
伸
べ
る
の
が
協
会
の
あ
る
べ
き

姿
だ
と
思
っ
て
い
る
。
協
会
の
歴

史
と
活
動
の
目
的
を
明
確
に
し
た

議
論
を
お
願
い
し
た
い
と
思
う
。

ス
ト
の
立
岩
陽
一
郎
氏
を
お
呼
び

し
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
を
含
め
た

国
際
情
勢
の
報
道
や
ネ
ッ
ト
で
の

情
報
に
対
し
市
民
が
ど
の
よ
う
に

接
す
る
べ
き
か
、
フ
ァ
ク
ト
チ
ェ

ッ
ク
の
必
要
性
な
ど
に
つ
い
て
ご

講
演
い
た
だ
き
、
会
員
や
市
民
ら

１
４
０
人
が
参
加
し
た
。

　

『
支
部
40
年
史
』
の
準
備
も
進

め
、
支
部
創
立
当
初
か
ら
携
わ
っ

て
い
た
だ
い
た
先
生
へ
の
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
や
、
世
話
人
の
先
生
の
座

談
会
な
ど
を
ま
と
め
て
、
近
日
中

の
発
行
を
予
定
し
て
い
る
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
禍
で
止
ま
っ
て
い

た
企
画
も
、「M

ed
ical 

English

」
を
２
年
ぶ
り
に
、「
フ

ァ
イ
ア
サ
イ
ド
・
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ

ョ
ン
」
を
３
年
ぶ
り
に
再
開
し

た
。
多
様
な
要
求
に
応
え
た
企
画

や
、
震
災
支
援
な
ど
に
も
引
き
続

き
取
り
組
ん
で
参
り
た
い
。

　

西
宮
・
芦
屋
支
部
は
、
支
部
設

立
40
周
年
記
念
企
画
の
開
催
や
40

周
年
記
念
誌
発
行
に
向
け
た
準
備

を
行
っ
て
き
た
。

　

10
月
８
日
に
は
、
記
念
市
民
公

開
講
演
会
と
し
て
、
ジ
ャ
ー
ナ
リ

　

オ
ン
ラ
イ
ン
資
格
確
認
義
務
化

に
つ
い
て
、
政
府
は
「（
療
養
担

当
規
則
違
反
は
）
保
険
医
療
機
関

等
の
指
定
の
取
り
消
し
事
由
に
な

り
う
る
」
と
し
て
い
る
が
、
医
療

現
場
の
現
状
を
考
え
ず
、
保
険
医

療
機
関
指
定
剥
奪
を
タ
テ
に
強
引

に
押
し
付
け
る
手
法
に
強
い
憤
り

を
感
じ
る
。
ま
た
「
保
険
証
廃

止
」
を
テ
コ
に
国
民
に
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
利
用
を
迫
る
や
り
口

も
同
様
に
許
せ
る
も
の
で
な
い
。

　

Ｄ
Ｘ
（
デ
ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス
フ

ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
）
化
は
時
代
の

流
れ
で
は
あ
り
、
医
療
分
野
も
例

外
で
は
な
い
こ
と
は
理
解
す
る

が
、
患
者
さ
ん
の
診
療
や
請
求
の

情
報
を
政
府
に
一
元
化
す
る
危
険

性
に
も
目
を
向
け
る
べ
き
だ
。

　

年
末
に
か
け
て
の
数
カ
月
で
決

断
を
迫
る
の
は
非
常
に
無
理
が
あ

る
。
高
齢
の
先
生
方
の
中
に
は
、

前
倒
し
で
廃
院
の
決
断
を
さ
れ
て

い
る
方
も
あ
る
と
聞
く
。

　

患
者
さ
ん
の
受
診
権
や
地
域
医

療
を
守
る
た
め
に
も
、
協
会
は
義

務
化
・
保
険
証
廃
止
反
対
を
貫
い

て
運
動
を
進
め
る
べ
き
だ
。
と
も

に
頑
張
ろ
う
。

支
部
設
立
40
周
年

記
念
企
画
を
実
施西宮・芦屋支部

坂尾将幸評議員

オ
ン
ラ
イ
ン
資
格
確
認

義
務
化
反
対
を
貫
く
べ
き

歯科部会

窪　高志評議員

歯
科
会
員
の
ニ
ー
ズ
に
応
え

多
彩
な
研
究
会

歯科部会

大野良子評議員

マ
イ
ナ
カ
ー
ド
義
務
化

裁
判
で
違
法
性
追
及
を

歯科部会

幸田雄策理事

在
日
外
国
人
へ
の

医
療
で
研
究
会国際部

水間美宏理事

反
核
医
師
の
つ
ど
い

兵
庫
で
開
催

反核・平和運動部

木原章雄理事

医
療
・
介
護
改
悪

ス
ト
ッ
プ
へ
工
夫武村義人

副理事長

反
原
発
・
反
核
で

運
動
強
め
る

森岡芳雄
副理事長

充
実
し
た
各
支
部
の

企
画
に
敬
意

西
山　

裕
康
理
事
長

　

歯
科
部
会
で
は
、
恒
例
の
歯
科

定
例
研
究
会
の
ほ
か
、
歯
科
訪
問

診
療
に
特
化
し
た
勉
強
会
や
「
若

手
歯
科
医
師
の
た
め
の
ベ
ー
シ
ッ

ク
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー
」
な

ど
日
常
診
療
に
役
立
つ
各
種
研
究

会
を
開
催
し
た
。
点
数
の
算
定
に

必
要
な
施
設
基
準
の
届
け
出
に
対

応
し
た
研
究
会
も
３
回
開
き
、
毎

回
定
員
に
達
し
て
い
る
。

　

社
保
・
審
査
、
指
導
対
策
で

は
、
日
常
的
な
電
話
相
談
、
新
規

個
別
指
導
、
個
別
指
導
の
相
談
に

応
じ
、
ま
た
病
院
歯
科
に
特
化
し

た
懇
談
会
、
淡
路
で
の
勉
強
会
も

開
催
し
た
。
歯
科
診
療
報
酬
の
大

幅
引
き
上
げ
と
不
合
理
是
正
を
求

め
て
、
10
月
に
近
畿
の
協
会
と
と

も
に
、
厚
労
省
要
請
を
行
っ
た
。

　

「
保
険
で
よ
り
良
い
歯
科
医
療

を
」
兵
庫
連
絡
会
は
、
６
月
に

「
歯
科
技
工
の
危
機
を
乗
り
越
え

よ
う
！
国
会
議
員
と
語
る
夕
べ
」

を
開
き
、
４
人
の
国
会
議
員
に
歯

科
技
工
士
の
窮
状
を
訴
え
た
。
１

月
か
ら
「
保
険
で
よ
り
良
い
歯
科

医
療
を
求
め
る
請
願
署
名
」
に
取

り
組
む
。
署
名
を
た
く
さ
ん
集
め

る
こ
と
が
次
回
の
診
療
報
酬
改
定

で
の
大
幅
引
き
上
げ
に
も
つ
な
が

る
。
ご
協
力
を
お
願
い
し
た
い
。

　

保
険
証
を
廃
止
す
る
と
い
う
河

野
太
郎
大
臣
の
発
言
は
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
取
得
を
強
制
す
る
も

の
だ
。
し
か
し
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
法

で
は
、
任
意
取
得
が
原
則
と
さ
れ

て
い
る
。
河
野
氏
の
発
言
を
裁
判

で
訴
え
て
い
た
だ
き
た
い
。

　

急
激
な
デ
ジ
タ
ル
化
の
進
展
と

と
も
に
個
人
の
様
々
な
情
報
が
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
に
収
載
さ
れ
か
ね

ず
、
例
え
ば
遺
伝
子
情
報
、
学
業

成
績
、
運
動
能
力
、
病
歴
、
血
縁

な
ど
が
一
目
瞭
然
と
な
り
、
入
学

試
験
や
入
社
試
験
、
結
婚
ま
で
も

左
右
さ
れ
、
場
合
に
よ
っ
て
は
政

府
に
よ
る
優
性
選
別
ま
で
も
が
起

こ
り
か
ね
な
い
状
況
に
な
る
か
も

し
れ
な
い
。

　

様
々
な
情
報
の
一
元
化
は
、
政

府
の
国
民
管
理
と
い
う
点
で
は
便

利
か
も
し
れ
な
い
が
、
国
民
に
と

っ
て
何
の
利
便
性
も
な
く
様
々
な

詐
欺
に
も
あ
い
か
ね
ず
、
公
共
の

福
祉
に
反
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ

る
の
で
、
こ
こ
は
一
致
団
結
し
て

義
務
化
な
ど
と
い
う
暴
言
を
叩
き

潰
し
て
い
た
だ
く
よ
う
行
動
を
起

こ
さ
れ
る
こ
と
を
強
く
願
う
。

し
い
日
本
語
認
定
講
師
の
方
々
と

兵
庫
日
本
語
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
に
関
わ
る
外
国
人
の
方

々
の
協
力
を
得
て
「
医
療
関
係
者

の
た
め
の
『
や
さ
し
い
日
本
語
』

実
地
研
修
会
」
を
開
催
し
、
医
療

関
係
者
15
人
に
参
加
し
て
い
た
だ

い
た
。「
や
さ
し
い
日
本
語
」

は
、
難
し
い
言
葉
を
言
い
換
え
る

な
ど
、
相
手
に
配
慮
し
た
わ
か
り

や
す
い
日
本
語
の
こ
と
だ
。
こ
の

内
容
は
、
勤
務
医
ニ
ュ
ー
ス
な
ど

で
も
紹
介
し
て
お
り
、
増
え
る
在

留
外
国
人
の
方
が
医
療
を
受
け
や

す
い
社
会
づ
く
り
の
一
助
と
し
た

い
と
思
っ
て
い
る
。

　

11
月
５
日
に
は
京
都
民
医
連
中

央
病
院
腫
瘍
内
科
医
長
で
ベ
ト
ナ

ム
人
医
師
の
フ
ァ
ム
・
グ
ェ
ン
・

ク
ィ
ー
先
生
を
お
招
き
し
、
研
究

会
「
在
日
ベ
ト
ナ
ム
人
の
診
療
に

関
す
る
コ
ツ
」
を
実
施
し
た
。

　

コ
ロ
ナ
禍
が
世
界
的
に
収
束
す

る
の
を
待
っ
て
、
こ
れ
ま
で
の
つ

な
が
り
を
生
か
し
て
韓
国
や
ベ
ト

ナ
ム
の
医
療
現
場
視
察
会
を
行
う

予
定
も
あ
る
。
今
後
も
、
ご
協
力

を
お
願
い
し
た
い
。

　

９
月
24
日
〜
25
日
、「
第
32
回

核
戦
争
に
反
対
し
核
兵
器
の
廃
絶

を
求
め
る
医
師
・
医
学
者
の
つ
ど

い
（
反
核
医
師
の
つ
ど
い
）」

が
、
協
会
と
兵
庫
県
民
主
医
療
機

関
連
合
会
に
よ
る
実
行
委
員
会
の

主
催
で
、
協
会
会
議
室
と
オ
ン
ラ

イ
ン
で
行
わ
れ
た
。
医
師
・
歯
科

医
師
ら
２
０
０
人
超
が
参
加
し
、

「
核
抑
止
力
論
」
の
欺
瞞
性
と
核

兵
器
禁
止
条
約
の
重
要
性
、
非
核

「
神
戸
方
式
」
の
意
義
、
福
島
第

一
原
発
事
故
の
被
害
者
の
い
ま
な

ど
を
学
び
、
核
兵
器
廃
絶
・
原
発

ゼ
ロ
の
実
現
に
向
け
て
、
取
り
組

み
を
進
め
よ
う
と
確
認
し
た
。

　

ノ
ー
ベ
ル
平
和
賞
を
受
賞
し
た

国
際
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
・
Ｉ
Ｃ
Ａ
Ｎ

の
ス
ー
ジ
ー
・
ス
ナ
イ
ダ
ー
氏
が

提
案
し
た
、
金
融
機
関
に
核
兵
器

関
連
企
業
へ
の
投
資
ポ
リ
シ
ー
を

聞
く
と
い
う
の
は
す
ぐ
で
き
る
ア

ク
シ
ョ
ン
と
感
じ
た
。
安
斎
育
郎

立
命
館
大
学
名
誉
教
授
の
講
演
で

は
、
冷
戦
期
以
上
に
核
の
脅
威
が

増
し
て
い
る
こ
と
、
梶
本
修
史
・

兵
庫
県
原
水
協
事
務
局
長
が
説
明

し
た
非
核
「
神
戸
方
式
」
は
核
廃

絶
に
非
常
に
有
効
で
あ
り
、
市
民

運
動
の
一
つ
の
達
成
点
で
あ
り
、

希
望
溢
れ
る
も
の
だ
と
感
じ
た
。

　

谷
口
評
議
員
、
大
野
評
議
員
に

答
弁
す
る
。
お
二
人
の
発
言
に
共

通
す
る
こ
と
は
、
医
療
も
介
護

も
、
医
科
も
歯
科
も
、
国
の
低
医

療
費
政
策
に
よ
り
改
悪
が
続
け
ら

れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
だ
。

　

岸
田
政
権
は
、
当
初
、
公
定
価

格
評
価
検
討
委
員
会
を
作
る
等
と

打
ち
出
し
、
診
療
報
酬
・
介
護
報

酬
を
改
善
す
る
か
と
思
っ
た
ら
看

板
だ
け
だ
っ
た
。
歯
科
で
も
診
療

報
酬
が
低
い
ま
ま
で
、
金
パ
ラ
の

問
題
は
わ
ず
か
に
改
善
し
た
が
根

本
的
に
改
善
さ
れ
て
い
な
い
。

　

来
年
春
に
は
、
統
一
地
方
選
挙

が
行
わ
れ
る
。
子
ど
も
の
医
療
費

無
料
化
、
妊
産
婦
へ
の
助
成
、
歯

科
の
矯
正
に
対
す
る
補
助
、
難
聴

に
対
す
る
補
聴
器
へ
の
補
助
な

ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
で
、
地
方

か
ら
国
を
変
え
る
チ
ャ
ン
ス
だ
。

運
動
を
工
夫
し
て
、
改
善
を
求
め

て
い
き
た
い
。

　

住
友
評
議
員
に
答
弁
す
る
。
政

府
は
電
力
ひ
っ
迫
を
理
由
に
原
発

再
稼
働
推
進
や
新
増
設
を
言
い
出

し
た
が
、
電
力
の
周
波
数
が
違
う

問
題
の
解
消
、
送
配
電
線
の
ス
マ

ー
ト
グ
リ
ッ
ト
の
推
進
、
太
陽
光

発
電
の
推
進
な
ど
、
他
の
や
り
方

は
い
く
ら
で
も
あ
る
。
原
発
は
核

燃
料
廃
棄
物
の
問
題
も
あ
り
、
福

島
の
事
故
で
明
ら
か
な
よ
う
に
い

っ
た
ん
事
故
を
起
こ
せ
ば
人
が
住

め
な
い
地
域
が
生
ま
れ
る
。
協
会

は
こ
れ
か
ら
も
反
原
発
・
反
核
で

様
々
な
運
動
に
関
わ
っ
て
い
き
た

い
。

　

上
田
評
議
員
に
答
弁
す
る
。
ア

ス
ベ
ス
ト
は
検
診
を
含
め
た
総
合

対
策
が
必
要
で
あ
り
、
民
主
的
勢

力
を
結
集
し
て
運
動
を
進
め
て
い

き
た
い
。
今
後
も
建
築
物
の
解
体

は
増
え
て
く
る
。
ア
ス
ベ
ス
ト
曝

露
を
発
生
さ
せ
な
い
、
被
害
の
早

期
発
見
、
補
償
が
必
要
で
、
運
動

を
進
め
て
い
き
た
い
。

　

山
内
評
議
員
、
島
津
評
議
員
、

窪
評
議
員
、
幸
田
理
事
が
発
言
さ

れ
た
オ
ン
ラ
イ
ン
資
格
確
認
義
務

化
に
つ
い
て
答
弁
す
る
。

　

協
会
は
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
そ

の
も
の
に
反
対
だ
。
個
人
の
情
報

管
理
の
問
題
を
は
じ
め
さ
ま
ざ
ま

な
問
題
が
あ
る
。
サ
イ
バ
ー
セ
キ

ュ
リ
テ
ィ
の
問
題
も
あ
り
、
マ
イ

ナ
ポ
ー
タ
ル
に
登
録
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
個
人
情
報
の
ひ
も
付
け
が

さ
れ
る
が
、
情
報
漏
洩
の
責
任
は

国
民
が
負
う
こ
と
に
な
っ
て
い
る

こ
と
は
非
常
に
問
題
だ
。

　

オ
ン
ラ
イ
ン
資
格
確
認
・
保
険

証
廃
止
に
関
し
て
は
、
保
険
証
廃

止
が
一
大
臣
の
発
言
で
進
め
ら
れ

て
い
る
の
は
民
主
主
義
に
反
し
、

受
療
権
の
侵
害
に
つ
な
が
り
か
ね

な
い
。
医
療
機
関
の
メ
リ
ッ
ト
は

少
な
く
、
負
担
は
確
実
に
増
大
す

る
。
療
養
担
当
規
則
で
脅
す
の
は

非
常
に
問
題
が
あ
る
。
日
本
弁
護

士
連
合
会
も
保
険
証
の
廃
止
に
つ

い
て
反
対
声
明
を
出
し
て
い
る
。

法
的
に
ど
う
す
る
か
検
討
す
べ
き

と
考
え
て
い
る
。

　

協
会
と
し
て
は
、
す
べ
て
の
会

員
医
療
機
関
、
医
療
機
関
に
か
か

る
患
者
に
不
便
が
な
い
よ
う
、
あ

ら
ゆ
る
医
療
機
関
の
相
談
に
の
る

と
い
う
立
場
で
運
動
し
て
い
き
た

い
。

　

柳
井
評
議
員
に
お
答
え
す
る
。

支
部
総
会
で
の
宮
坂
先
生
の
記
念

講
演
は
、
大
変
有
意
義
な
企
画
で

あ
っ
た
と
思
う
。
ま
た
署
名
や
組

織
拡
大
へ
の
ご
尽
力
に
お
礼
を
申

し
上
げ
る
。

　

関
連
し
て
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ

ン
に
つ
い
て
少
し
お
話
し
さ
せ
て

い
た
だ
く
。
当
会
の
会
員
ア
ン
ケ

ー
ト
調
査
で
は
今
後
の
接
種
に
関

し
て
、「
賛
成
」「
ど
ち
ら
か
と
い

う
と
賛
成
」
は
63
％
、「
反
対
」

「
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
反
対
」
は

７
・
８
％
、「
ど
ち
ら
と
も
言
え

な
い
」
は
24
・
５
％
だ
っ
た
。
小

児
の
定
期
接
種
ワ
ク
チ
ン
な
ど
に

比
べ
る
と
、
充
分
な
意
見
の
一
致

が
み
ら
れ
て
い
な
い
と
言
わ
ざ
る

を
得
な
い
。
有
効
性
・
安
全
性
に

関
し
て
、
科
学
的
に
検
証
し
、
論

理
的
・
客
観
的
な
観
点
か
ら
医
療

者
や
国
民
へ
の
懇
切
丁
寧
な
説
明

が
必
要
で
は
な
い
か
。

　

安
部
評
議
員
に
お
答
え
す
る
。

支
部
総
会
記
念
講
演
講
師
の
黒
田

先
生
は
実
情
を
最
も
よ
く
ご
存
知

の
先
生
で
あ
り
、
大
変
有
意
義
な

会
と
思
う
。
国
の
財
政
状
況
等
へ

の
評
価
に
関
し
て
は
、
協
会
内
で

充
分
な
意
見
統
一
や
公
式
な
見
解

発
表
を
行
っ
て
い
な
い
が
、
財
政

健
全
化
の
必
要
性
や
デ
フ
ォ
ル
ト

の
可
能
性
等
、
こ
の
後
の
特
別
講

演
で
専
門
家
で
あ
る
永
濱
利
廣
氏

か
ら
詳
し
く
お
話
し
て
い
た
だ
く

の
で
、
そ
の
時
に
ご
質
問
い
た
だ

け
れ
ば
と
思
う
。

　

巨
大
地
震
の
被
害
額
等
に
つ
い

て
は
今
後
も
情
報
収
集
し
て
い

き
、
当
会
は
阪
神
・
淡
路
大
震
災

を
経
験
し
、
少
な
か
ら
ず
経
験
を

蓄
積
し
て
い
る
の
で
、
そ
れ
を
活

か
し
て
対
応
を
検
討
し
た
い
と
思

っ
て
い
る
。

　

大
橋
評
議
員
に
お
答
え
す
る
。

訪
問
看
護
師
さ
ん
や
高
齢
者
施
設

の
職
員
さ
ん
と
の
交
流
に
敬
意
を

表
す
る
。
医
療
・
介
護
・
福
祉
の

連
携
が
ま
す
ま
す
重
要
性
を
増
し

て
い
る
。
県
立
淡
路
医
療
セ
ン
タ

ー
と
の
連
携
は
、
病
院
や
勤
務
医

の
先
生
へ
の
ア
ピ
ー
ル
に
も
な

り
、
今
後
と
も
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
た
い
。

　

坂
尾
評
議
員
に
お
答
え
す
る
。

西
宮
・
芦
屋
支
部
設
立
40
周
年
記

念
企
画
が
盛
況
で
あ
っ
た
こ
と
を

お
祝
い
申
し
上
げ
た
い
。
ま
た
、

さ
ま
ざ
ま
な
研
究
会
等
、
活
動
量

の
多
さ
に
敬
意
を
表
し
た
い
。
今

後
と
も
多
彩
な
活
動
で
協
会
を
引

っ
張
っ
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思

う
。

　

国
際
部
で
は
７
月
10
日
、
や
さ
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協
会
が
10
月
22
日
、
開
催
し
た
政
策
研
究
会
「
政
府
が
進
め
る
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
普
及
政
策
の
問
題
点
―
医
療
分
野
に
お
け
る
保

険
証
廃
止
と
オ
ン
ラ
イ
ン
資
格
確
認
義
務
化
を
含
め
て
」（
講
師
：

坂
本
団
弁
護
士
・
日
本
弁
護
士
連
合
会
情
報
問
題
対
策
委
員
会
副
委

員
長
、
大
阪
大
学
大
学
院
高
等
司
法
研
究
科
客
員
教
授
）
の
講
演
録

を
掲
載
す
る
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー

マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
と
は
？

カ
ー
ド
と
は
？

　

法
的
に
言
う
と
、
マ
イ
ナ
ン
バ

ー
カ
ー
ド
は
、「
行
政
手
続
に
お

け
る
特
定
の
個
人
を
識
別
す
る
た

め
の
番
号
の
利
用
等
に
関
す
る
法

律
（
番
号
法
）」
に
基
づ
い
て
発

行
さ
れ
て
い
る
。
同
法
16
条
に

は
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
提
供
を
人

か
ら
受
け
る
時
は
、
マ
イ
ナ
ン
バ

ー
カ
ー
ド
を
見
せ
る
そ
の
他
の
措

置
で
本
人
確
認
を
し
な
い
と
い
け

な
い
と
あ
る
。
つ
ま
り
、
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
カ
ー
ド
以
外
に
も
本
人
確

認
の
方
法
は
あ
る
。

　

そ
し
て
17
条
で
、「
申
請
に
よ

り
、
そ
の
者
に
係
る
個
人
番
号
カ

ー
ド
を
交
付
す
る
」
と
あ
る
。
法

律
上
の
規
定
は
こ
れ
だ
け
だ
。

　

そ
も
そ
も
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度

と
は
何
だ
っ
た
の
か
。
導
入
趣
旨

と
し
て
、
①
公
平
・
公
正
な
社
会

の
実
現
、
②
行
政
の
効
率
化
、
③

国
民
の
利
便
性
の
向
上
の
三
つ
が

示
さ
れ
て
い
た
が
、
制
度
導
入
か

ら
７
年
、
私
た
ち
の
暮
ら
し
は
何

か
便
利
に
、
公
平
・
公
正
に
な
っ

た
だ
ろ
う
か
？　

む
し
ろ
番
号
提

供
や
本
人
確
認
が
必
要
に
な
っ
た

分
、
手
間
が
増
え
た
。
社
会
の
格

差
は
ま
す
ま
す
拡
大
し
、
不
公
平

・
不
公
正
に
な
っ
て
い
る
よ
う
に

感
じ
る
。

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
の
仕
組
み

と
し
て
、
政
府
は
３
本
柱
を
示
し

て
い
る
。
ま
ず
、
①
国
民
全
員
に

番
号
を
付
け
、
②
複
数
機
関
に
お

い
て
同
じ
番
号
で
ひ
も
付
け
し
て

相
互
に
活
用
し
、
そ
し
て
、
③
本

人
確
認
だ
。
番
号
制
度
を
と
る
他

国
で
も
な
り
す
ま
し
犯
罪
が
必
ず

起
こ
っ
て
困
っ
て
い
る
の
で
、
本

人
確
認
を
き
ち
ん
と
す
る
と
い

う
。

　

た
と
え
ば
講
演
料
を
受
け
取
る

際
に
は
、
講
師
は
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

提
供
が
求
め
ら
れ
、
こ
の
時
に
本

人
確
認
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
さ
れ
て
い
て
、
そ
の
証
明
が
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
で
で
き
る
と

い
う
。
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
記
載
さ

れ
た
住
民
票
と
運
転
免
許
証
や
パ

ス
ポ
ー
ト
が
あ
れ
ば
同
じ
こ
と
が

で
き
る
が
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
な
ら
１
枚
で
で
き
る
、
こ
れ
が

メ
リ
ッ
ト
だ
と
い
う
。

　

他
の
メ
リ
ッ
ト
と
し
て
デ
ジ
タ

ル
庁
が
宣
伝
し
て
い
る
の
は
、
健

康
保
険
証
や
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
証

明
に
も
使
え
る
。
コ
ン
ビ
ニ
で
証

明
書
を
取
得
で
き
る
等
々
だ
。
こ

れ
ら
は
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

の
裏
面
に
埋
め
込
ま
れ
て
い
る
Ｉ

Ｃ
チ
ッ
プ
を
利
用
す
る
。
こ
の
Ｉ

Ｃ
チ
ッ
プ
は
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
法

上
の
本
人
確
認
と
は
関
係
が
な

く
、
総
務
大
臣
が
認
め
る
民
間
事

業
者
も
活
用
可
能
と
な
っ
て
い

る
。
利
用
に
は
４
桁
の
暗
証
番
号

が
必
要
だ
。

　

「
住
基
ネ
ッ
ト
」
を
覚
え
て
お

ら
れ
る
だ
ろ
う
か
。
１
９
９
９
年

に
導
入
さ
れ
、
国
民
一
人
ひ
と
り

に
11
桁
の
番
号
が
ふ
ら
れ
た
。
国

民
総
背
番
号
制
と
言
わ
れ
、
私
も

違
憲
訴
訟
に
関
わ
っ
た
が
、
こ
の

と
き
も
「
住
基
カ
ー
ド
」
と
い
う

カ
ー
ド
が
あ
り
、
Ｉ
Ｃ
チ
ッ
プ
で

電
子
証
明
書
の
利
用
と
身
分
証
明

書
が
で
き
て
便
利
に
な
る
と
、
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
と
同
じ
こ
と

を
政
府
は
言
っ
て
い
た
。
３
年
で

国
民
の
５
割
が
持
つ
と
い
う
計
画

を
立
て
た
が
、
12
年
か
か
っ
て
交

付
率
が
わ
ず
か
５
・
６
％
、
20
人

に
１
人
で
、
大
失
敗
し
た
。

マ
イ
ナ
カ
ー
ド
の

マ
イ
ナ
カ
ー
ド
の

普
及
推
進
策

普
及
推
進
策

　

法
律
施
行
前
後
の
政
府
の
ロ
ー

ド
マ
ッ
プ
で
は
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
は
、
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド

や
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
と
し
て
の

利
用
が
想
定
さ
れ
、
２
０
２
０
年

の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
入
場
券
に
使

う
こ
と
で
普
及
す
る
こ
と
を
狙
っ

て
い
た
が
、
コ
ロ
ナ
で
目
論
見
が

外
れ
た
。

　

そ
し
て
２
０
２
１
年
に
は
、
２

０
２
２
年
度
末
ま
で
に
ほ
ぼ
全
国

民
に
行
き
わ
た
る
こ
と
を
め
ざ
す

と
い
う
無
理
な
目
標
を
立
て
、
市

区
町
村
へ
交
付
状
況
を
公
開
し
た

り
、
未
申
請
者
に
申
請
呼
び
か
け

を
郵
送
し
た
り
、
補
正
予
算
で
１

兆
８
千
億
円
を
か
け
て
マ
イ
ナ
ポ

イ
ン
ト
第
２
弾
を
実
施
し
た
。

　

し
か
し
、
こ
れ
だ
け
の
予
算
や

手
間
を
か
け
て
、
９
月
末
時
点
で

の
交
付
率
は
49
・
０
％
と
半
分
に

達
し
な
か
っ
た
。
こ
の
た
め
、
保

険
証
利
用
に
よ
っ
て
カ
ー
ド
を
推

進
し
よ
う
と
政
府
は
考
え
た
の
だ

と
思
う
。

オ
ン
ラ
イ
ン
資
格
確
認

オ
ン
ラ
イ
ン
資
格
確
認

強
引
す
ぎ
る
義
務
化

強
引
す
ぎ
る
義
務
化

　

オ
ン
ラ
イ
ン
資
格
確
認
は
昨
年

４
月
か
ら
開
始
予
定
だ
っ
た
が
、

シ
ス
テ
ム
不
備
で
遅
れ
、
昨
年
10

月
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
。
医
療
機

関
や
薬
局
の
窓
口
で
患
者
の
資
格

情
報
が
確
認
で
き
、
期
限
切
れ
の

保
険
証
に
よ
る
受
診
が
防
げ
る
等

事
務
コ
ス
ト
が
削
減
で
き
、
特
定

健
診
や
診
療
・
薬
剤
情
報
が
閲
覧

で
き
て
、
医
療
機
関
に
も
患
者
に

も
便
利
で
あ
る
と
い
う
打
ち
出
し

だ
っ
た
。

　

オ
ン
ラ
イ
ン
資
格
確
認
は
、
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
で
な
く
健
康

保
険
証
で
も
で
き
る
。
医
療
機
関

向
け
に
は
そ
の
よ
う
に
宣
伝
さ
れ

て
い
る
が
、
患
者
に
同
様
に
宣
伝

す
る
と
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
取

得
が
進
ま
な
い
た
め
、
患
者
向
け

に
は
あ
ま
り
知
ら
さ
れ
て
い
な

い
。

　

医
療
機
関
の
カ
ー
ド
リ
ー
ダ
ー

の
申
し
込
み
は
、
今
年
５
月
時
点

で
６
割
程
度
、
シ
ス
テ
ム
の
準
備

が
で
き
た
の
は
４
分
の
１
、
運
用

を
開
始
し
て
い
た
の
は
５
分
の
１

だ
っ
た
。

　

目
標
と
し
て
い
た
、
今
年
度
中

に
概
ね
す
べ
て
の
医
療
機
関
で
の

導
入
実
現
の
た
め
、
電
話
や
ダ
イ

レ
ク
ト
メ
ー
ル
で
催
促
す
る
な

ど
、
集
中
的
な
取
り
組
み
を
行
っ

た
が
、
そ
れ
で
も
思
っ
た
よ
う
に

申
し
込
み
が
進
ま
ず
、
政
府
は
義

務
化
し
か
な
い
と
考
え
た
よ
う

だ
。

　

６
月
７
日
に
閣
議
決
定
さ
れ
た

骨
太
の
方
針
に
突
如
、
２
０
２
３

年
４
月
か
ら
の
オ
ン
ラ
イ
ン
資
格

確
認
シ
ス
テ
ム
導
入
の
原
則
義
務

付
け
と
い
う
文
言
が
入
っ
て
き

た
。

　

そ
し
て
「
２
０
２
４
年
度
中
を

目
途
に
保
険
者
に
よ
る
保
険
証
発

行
の
選
択
制
の
導
入
を
目
指
し
、

さ
ら
に
オ
ン
ラ
イ
ン
資
格
確
認
の

導
入
状
況
等
を
踏
ま
え
、
保
険
証

の
原
則
廃
止
を
目
指
す
」
と
あ

る
。
た
だ
し
、
こ
こ
で
は
注
釈
と

し
て
小
さ
な
字
で
「
加
入
者
か
ら

申
請
が
あ
れ
ば
、
保
険
証
は
交
付

さ
れ
る
」
と
書
い
て
あ
っ
た
。
カ

ー
ド
取
得
は
任
意
で
、
保
険
料
を

払
っ
て
い
る
の
に
、
保
険
証
を
渡

さ
な
い
と
い
う
の
は
法
的
に
あ
り

え
な
い
か
ら
だ
。

義
務
化
の

義
務
化
の

多
く
の
問
題
点

多
く
の
問
題
点

　

オ
ン
ラ
イ
ン
資
格
確
認
義
務
化

の
問
題
点
を
整
理
し
て
み
た
。

　

第
一
に
、
十
分
な
議
論
も
な
く

あ
ま
り
に
拙
速
だ
と
い
う
こ
と

だ
。
５
月
25
日
の
社
保
審
医
療
保

険
部
会
で
突
如
盛
り
込
ま
れ
、
９

月
５
日
に
は
省
令
（
療
養
担
当
規

則
）
改
正
に
至
っ
て
い
る
。

　

第
二
に
、
医
療
機
関
に
重
大
な

負
担
を
強
い
る
。
カ
ー
ド
リ
ー
ダ

ー
な
ど
の
導
入
の
初
期
費
用
の
一

部
は
公
費
で
手
当
て
が
あ
る
が
、

そ
の
後
の
運
用
費
用
は
セ
キ
ュ
リ

テ
ィ
費
用
も
含
め
て
、
医
療
機
関

の
負
担
と
な
る
。
サ
イ
バ
ー
攻
撃

の
リ
ス
ク
な
ど
も
あ
り
、
現
場
で

混
乱
が
生
じ
る
の
は
必
至
だ
。

　

第
三
に
、
法
律
に
よ
ら
ず
に
強

制
す
る
と
い
う
こ
と
だ
。
法
改
正

で
な
く
、
省
令
（
療
養
担
当
規

則
）
改
正
で
義
務
化
を
決
定
し
、

保
険
医
療
機
関
取
り
消
し
も
有
り

得
る
と
い
う
の
は
、
医
療
機
関
の

経
営
の
自
由
の
侵
害
と
い
う
点
か

ら
問
題
だ
。

健
康
保
険
証

健
康
保
険
証

廃
止
の
問
題
点
（
表
）

廃
止
の
問
題
点
（
表
）

　

そ
ん
な
な
か
、
河
野
デ
ジ
タ
ル

大
臣
が
10
月
13
日
、
保
険
証
を
２

０
２
４
年
に
原
則
廃
止
す
る
と
発

表
し
た
。
あ
ま
り
に
唐
突
か
つ
拙

速
な
発
表
で
省
庁
間
で
の
調
整
す

ら
で
き
て
い
な
か
っ
た
の
で
は
な

い
か
と
思
う
。

　

こ
れ
は
、
番
号
法
17
条
で
申
請

主
義
を
定
め
て
い
る
マ
イ
ナ
ン
バ

ー
カ
ー
ド
取
得
の
義
務
化
に
等
し

く
、
法
律
違
反
だ
。
マ
イ
ナ
ン
バ

ー
カ
ー
ド
が
な
け
れ
ば
保
険
料
を

払
っ
て
も
保
険
診
療
が
受
け
ら
れ

な
い
な
ら
、
憲
法
13
条
や
25
条
、

健
康
保
険
法
違
反
と
い
え
る
の
で

は
な
い
か
。

　

日
常
的
に
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
を
所
持
す
る
と
、
券
面
記
載
事

項
の
漏
洩
や
電
子
証
明
書
の
不
正

利
用
な
ど
の
リ
ス
ク
が
生
じ
る
。

ま
た
、
紛
失
・
盗
難
時
に
ど
う
す

る
か
と
い
う
問
題
が
あ
る
が
、
す

で
に
運
用
が
始
ま
っ
て
い
る
の
に

こ
の
問
題
は
ま
じ
め
に
検
討
さ
れ

て
い
な
い
。
カ
ー
ド
の
再
発
行
ま

で
は
医
療
機
関
を
受
診
で
き
な
い

と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
う
。

　

さ
ら
に
、
政
府
が
言
う
よ
う

に
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
に
情

報
を
一
元
化
し
た
場
合
、
カ
ー
ド

を
紛
失
し
再
発
行
す
る
際
に
ど
の

よ
う
に
本
人
確
認
を
行
う
の
か
？　

そ
の
手
段
が
な
く
な
っ
て
し
ま

う
。

　

ど
れ
だ
け
政
府
が
カ
ー
ド
を
推

進
し
て
も
、
カ
ー
ド
を
取
得
で
き

な
い
人
、
し
な
い
人
は
必
ず
残

る
。
認
知
症
が
進
行
し
て
い
る
方

が
医
療
を
受
け
た
い
場
合
に
ど
う

す
れ
ば
い
い
の
か
。
健
康
保
険
証

の
廃
止
は
現
実
的
に
は
不
可
能
に

感
じ
る
。「
保
険
証
廃
止
」
と
打

ち
出
し
、
カ
ー
ド
が
必
要
と
思
わ

せ
る
炎
上
狙
い
で
は
な
い
か
と
疑

っ
て
い
る
。

訴
訟
も
含
め
て

訴
訟
も
含
め
て

反
対
運
動
大
き
く

反
対
運
動
大
き
く

　

究
極
的
に
は
、
個
人
の
病
歴
が

す
べ
て
記
録
さ
れ
、
個
人
情
報
の

集
約
に
役
立
つ
こ
と
と
な
る
。

　

そ
し
て
、
オ
ン
ラ
イ
ン
資
格
確

認
と
あ
わ
せ
て
、
21
世
紀
の
ハ
コ

モ
ノ
行
政
で
あ
り
、
壮
大
な
ム
ダ

だ
。
費
用
対
効
果
の
検
証
も
し
て

お
ら
ず
、
多
額
の
費
用
を
使
っ

て
、
大
し
た
利
便
性
も
な
い
。
か

つ
て
は
、
列
島
改
造
な
ど
と
し

て
、
高
速
道
路
や
ダ
ム
等
大
型
公

共
事
業
の
バ
ラ
マ
キ
が
行
わ
れ
て

い
た
が
、
そ
れ
が
現
在
は
デ
ジ
タ

ル
投
資
に
移
っ
て
い
て
、
利
権
と

な
っ
て
い
る
。
何
千
億
円
の
予
算

を
使
っ
て
、
潤
う
の
は
Ｎ
Ｔ
Ｔ
や

大
手
の
Ｉ
Ｔ
ゼ
ネ
コ
ン
だ
。

　

オ
ン
ラ
イ
ン
資
格
確
認
に
す
べ

て
の
医
療
機
関
が
対
応
す
る
こ
と

は
、
保
険
証
廃
止
の
不
可
欠
の
前

提
だ
。
つ
ま
り
、
こ
の
義
務
化
を

中
止
で
き
れ
ば
保
険
証
廃
止
も
止

め
ら
れ
る
。

　

二
つ
セ
ッ
ト
で
世
論
を
作
っ
て

い
く
こ
と
が
重
要
と
考
え
る
。
問

題
提
起
の
た
め
に
は
訴
訟
も
活
用

を
検
討
し
て
ほ
し
い
。
レ
セ
プ
ト

オ
ン
ラ
イ
ン
義
務
化
の
と
き
に
は

訴
訟
を
し
て
、
和
解
に
至
っ
た
。

ぜ
ひ
裁
判
に
打
っ
て
出
て
い
た
だ

い
て
、
お
か
し
い
と
声
を
上
げ
て

い
た
だ
く
と
い
い
と
思
う
。

坂本　団（さかもと まどか）弁護士
京都大学法学部卒業。1993年、弁護士登録。2014年か
ら2017年まで、日本弁護士連合会情報問題対策委員会
委員長。現在、同副委員長。大川・村松・坂本法律事
務所勤務の傍ら、大阪大学大学院高等司法研究科客員
教授を務める。著書に『狙われる！個人情報・プライ
バシー』『デジタル社会のプライバシー』『名誉毀損の
法律実務―実社会とインターネット』など

政策研究会「政府が進めるマイナンバーカード普及政策の問題点」講演録

違憲・違法の保険証廃止は撤回を違憲・違法の保険証廃止は撤回を

表　健康保険証の廃止の問題点

１ ．あまりに唐突かつ拙速

２ ．マイナンバーカード取得の義務化
に等しい

３ ．マイナンバーカードを日常的に所
持するリスク

４ ．カードの紛失・盗難時の問題は検
討したのか？

５ ．究極的には個人情報の集約に役立つ

６ ．そもそもそんなことは不可能では
ないか？炎上狙い？

７ ．壮大なムダ・21世紀のハコモノ行政

オンライン資格確認義務化と
保険証廃止の撤回求める署名

ご意見もあわせてお寄せください！

オンライン署名
ご協力ください
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患
者
さ
ん
に
「
あ
な
た
は
ワ
ク

チ
ン
を
受
け
な
い
方
が
い
い
」
と

言
っ
た
の
に
、「
家
族
の
た
め

に
」
と
言
っ
て
接
種
し
て
、
脳
梗

塞
と
な
っ
た
方
が
い
た
。
入
院
後

に
娘
さ
ん
か
ら
電
話
が
あ
っ
た
。

他
院
で
ワ
ク
チ
ン
接
種
し
て
、
家

族
が
死
亡
し
た
と
教
え
て
く
れ
た

患
者
さ
ん
が
２
人
い
た
。
極
め
つ

け
は
、
膝
の
外
傷
で
来
院
さ
れ
た

患
者
さ
ん
の
話
。
同
僚
が
親
子
３

人
で
ワ
ク
チ
ン
を
受
け
に
行
き
、

息
子
が
先
に
ワ
ク
チ
ン
を
受
け
突

然
倒
れ
死
亡
し
た
。
父
親
が
そ
れ

を
苦
に
自
殺
し
た
と
い
う
。

　

ワ
ク
チ
ン
接
種
を
勧
め
る
医
師

の
方
々
は
、
こ
れ
に
似
た
話
を
聞

か
れ
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？ 

　

か
つ
て
、
孫
の
予
防
接
種
を
ど

う
す
べ
き
か
を
娘
に
相
談
さ
れ
、

情
報
を
集
め
て
は
や
十
年
た
つ
。

　

そ
れ
以
来
、
孫
に
は
ワ
ク
チ
ン

を
一
切
打
た
せ
て
い
な
い
し
、
診

療
所
で
は
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク

チ
ン
も
打
た
な
い
主
義
で
あ
る
。

ワ
ク
チ
ン
し
か
り
、
薬
剤
し
か

り
、
私
は
ま
ず
副
作
用
か
ら
チ
ェ

ッ
ク
す
る
こ
と
に
し
て
い
る
。

　

今
回
の
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
に
つ

い
て
、
多
く
の
副
作
用
情
報
を
集

め
、
免
疫
学
の
勉
強
に
も
な
っ

た
。
副
作
用
情
報
を
調
べ
れ
ば
調

べ
る
ほ
ど
、
ワ
ク
チ
ン
の
欠
点
が

明
ら
か
に
さ
れ
て
き
た
。
世
界
中

か
ら
情
報
が
集
め
ら
れ
る
。

　

一
方
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
推
進
の

医
師
は
、
お
そ
ら
く
政
府
の
情
報

を
中
心
に
取
り
込
む
。
ワ
ク
チ
ン

に
は
効
果
が
あ
り
、
副
作
用
は
少

な
い
と
思
う
。
政
府
や
医
師
会
を

信
じ
て
い
る
な
ら
、
副
作
用
情
報

を
本
気
で
調
べ
る
必
要
も
な
い
。

副
作
用
情
報
は
素
通
り
す
る
傾
向

に
あ
る
の
で
は
と
推
察
し
て
い

る
。

　

ワ
ク
チ
ン
を
推
進
し
て
い
る
医

師
と
何
度
か
話
し
た
こ
と
が
あ

る
。
こ
れ
だ
け
副
作
用
が
あ
る
の

に
ま
だ
ワ
ク
チ
ン
接
種
を
勧
め
る

の
？
と
聞
く
と
、
私
が
述
べ
た
副

作
用
の
情
報
そ
の
も
の
を
知
ら
な

い
。
ワ
ク
チ
ン
に
副
作
用
は
つ
き

も
の
だ
よ
と
言
う
医
師
に
も
出
会

っ
た
。
副
作
用
知
識
の
彼
我
の
差

が
あ
ま
り
に
も
大
き
く
て
議
論
が

か
み
合
わ
な
い
。
わ
か
っ
て
も
ら

え
な
い
焦
燥
感
だ
け
が
残
る
。

　

た
だ
、
私
に
と
っ
て
唯
一
と
い

っ
て
い
い
希
望
は
、
周
り
の
診
療

所
が
最
近
ワ
ク
チ
ン
接
種
を
中
止

し
た
と
、
患
者
か
ら
の
情
報
を
得

た
こ
と
。
今
の
と
こ
ろ
３
カ
所
。

も
っ
と
増
え
て
ほ
し
い
。

　

一
度
ワ
ク
チ
ン
を
勧
め
れ
ば
、

中
止
す
る
の
は
難
し
い
中
で
、
よ

く
決
断
さ
れ
た
と
思
う
。
そ
の
勇

気
に
エ
ー
ル
を
送
り
た
い
。
私
は

コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
中
止
を
お

勧
め
す
る
。
過
ち
て
は
改
む
る

に
、
は
ば
か
る
こ
と
な
か
れ
。

　

私
が
集
め
た
情
報
で
最
も
憤
り

を
感
じ
た
の
は
、
２
０
２
２
年
５

月
29
日
、
厚
労
省
が
ワ
ク
チ
ン
接

種
者
数
デ
ー
タ
を
改
ざ
ん
し
た
と

い
う
ニ
ュ
ー
ス
。
厚
労
省
の
こ
の

罪
は
万
死
に
値
す
る
。
こ
れ
に
つ

い
て
日
本
医
師
会
は
抗
議
し
た
の

だ
ろ
う
か
？　

専
門
家
と
し
て
、

ワ
ク
チ
ン
の
接
種
中
断
を
進
言
す

べ
き
だ
っ
た
と
思
う
。
医
師
会
の

責
任
は
ま
ぬ
か
れ
な
い
。
こ
の
期

に
及
ん
で
、
妊
婦
や
小
児
に
ワ
ク

チ
ン
を
勧
め
る
な
ど
は
正
気
の
沙

汰
で
は
な
い
。

コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン

接
種
中
止
の
お
す
す
め

中
央
区　
　

徐　
　

昌
教

〒650-0026　神戸市中央区古湊通１丁目２番（ISRビル）
（業務案内）TEL　0120-366-761

アウトソーシング サポートISR

信頼・向上 そして社会貢献

社会保険労務士

I S R梨本
合同会社（LLC法人）

ISRパーソネル
株式会社

アイ・エス・アール
働き方改革策定
労働条件・ハラスメント

副業推進支援
人材紹介・リーダー育成

データセンター ISR
レセプト管理・情報デザイン

労働保険事務組合　経営者会議
概算確定・労災特別加入

ISR e-Sports
シニア躍動・企業健康経営

ISRサテライトオフィス
リモートワーク・ウェブ会議

ISRグループ 検索

非営利だから掛金を安く
保障を手厚く

天災やコロナ禍で休診した損害に

ドクターに最適を
提供します

※サイバー保険もお問い合わせください。

〈歯周治療用装置〉

◆『個別指導（歯科）における主な指摘事項』より抜粋⑭◆

Ｑ１　歯周治療用装置について教え
てほしい。
Ａ１　冠形態のものは１歯につき 
50点、床義歯形態のもの１装置につ
き750点。重度の歯周病で長期の治
療期間が予測される患者に対し、治
療中の咀嚼機能の回復および残存歯
への咬合の負担の軽減等を目的とす
るために装着する冠形態または床義
歯形態の装置を言います。
　歯周精密検査を行った日以降に算
定可能です。歯周病治療の流れに関
わらず、１回目の歯周病検査として
歯周精密検査を行い、歯周基本治療
が終了する前でも装着できます。
①冠形態のものは、１歯につき50点
を算定。冠形態のものを連結したブ
リッジタイプのポンティック部も、

〈歯科技工指示書〉
① 歯科技工指示書に記載すべき次の
内容に不備が認められたので、必
要な事項を適切に記載すること。
患者の氏名、設計、作成の方法、
使用材料、発行の年月日、発行し
た歯科医師の氏名および当該歯科
医師の勤務する病院または診療所
の所在地、作成が行われる歯科技
工所の名称および所在地

② 歯科技工指示書の発行がなく委託
外注技工を行っている例が認めら
れたので、所定の内容を記載した

　※近畿厚生局HPに令和２年度分が掲載されていますのでご確認ください。

１歯につき50点を算定します。
②床義歯形態のものは、欠損歯数に
かかわらず、１装置につき750点を
算定。床義歯に付属する人工歯、ク
ラスプ、バーなどは算定できます
が、義管、歯リハ１（１）は算定で
きません。床義歯形態のものは装着
後６カ月以内であっても有床義歯の
製作は可能です。対顎が無歯顎の場
合でも認められます。
③冠形態、床義歯形態ともに、装置
の印象採得、咬合採得、装着料は算
定できません。保険医療材料料も所
定点数に含まれます。新たな欠損が
生じた場合でも追歯など修理の算定
もできません。
④病名はＰ病名の他、 Ｃ、Pul、
Per、MT病名が必要です。

歯科技工指示書を発行すること。
③ 診療録および関係書類（歯科技工
指示書、納品書等）において、歯
科技工物の製作内容、製作部位ま
たは材料について一致しない例が
認められたので、保険医療機関お
よび保険医により十分に照合・確
認すること。
※ 編注：特に、設計、金属材料、ク
ラスプの種類、人工歯の種類な
ど、間違いや記載漏れがないよう
にご注意ください。納品伝票も定
期的に確認しましょう。
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NPO法人「最先端のむし歯・歯周病予防を要求する会」（PSAP）理事長 西　真紀子先生講演

北欧・アイルランドの予防歯科から学ぶ
日本の歯科医療の課題

はじめに
　ヨーロッパの中でも様々な歯科医
療システムがあり、大きく六つに分
けることができる（図１）。
　そのうちの「北欧モデル」には、
デンマーク、フィンランド、ノルウ
ェー、スウェーデンの国々が入り、
共通して国の保険が使われ公立歯科
医院が多いこと、デンタルチームと
いうコンセプトが発達しているこ
と、小児の歯科医療費（予防、矯
正、修復治療などすべてを含む）が
無料であることなどが特徴である。
そのおかげで、80～95％の人々が定
期的に歯科医師または歯科衛生士を
訪れている。

スウェーデンの歯科医療
　北欧諸国の中で人口が最も多いス
ウェーデンでは、1974年に予防中心
型の制度に改革し、最近の疫学調査
では65～74歳の無歯顎者率は2.7
％、80歳で20本以上の歯を保持して
いる者の割合は61％だった。小児に
おいては３歳児のカリエスフリー者
率が95％、19歳では46％だった。
　スウェーデンの歯学部では、歯科
医師を５年制、歯科衛生士と歯科技
工士は３年制で養成している。いず
れも卒業と同時に一人前に働けるよ
うに教育される。これら三つの職業
につく学生らは臨床実習で共に１人
の患者を担当して、デンタルチーム
内のそれぞれの働き方も学ぶ。
　大学院教育では、一つのテーマに
おいて４～５篇の論文を国際ジャー
ナルに受諾されて論文集を完成し、
公開の口頭試問で審査員を論破して
PhDの学位が得られる。同等の基準
を満たした歯科衛生士のPhD保持者
も多数存在する。そのような学問的
素養を身に付けた人たちが大学や行
政を率い、エビデンスに基づいた歯
科医療の実践を可能にしてきたのだ
ろう。

アイルランドの歯科医療
　一方、イギリスの西隣に位置する
アイルランドの歯科医療モデルは
「ハイブリッドモデル」と呼ばれ、
イギリスの「ベバリッジモデル」と
「北欧モデル」の中間のような形態
を取る。
　急速に公立歯科医院で働く歯科医
師が増加し、小児と高齢者と低所得
者層の歯科医療費を無料にしつつ
も、その適用年齢や処置内容が限ら
れている。そして小児歯科医の主な
仕事は第一大臼歯の抜歯という。補
綴処置や歯内療法は非常に高額だが
抜歯は無料なので、そのような結果
になるのだろう。臼歯部が欠損した
まま生涯放置することも珍しくな
く、中高年の口腔内を診ると、社会
経済レベルの高い人でもそれが認め
られる。
　疫学調査では、無歯顎者率は54歳
以上で18％、75歳以上で41％と、日
本（55歳以上で７％、75歳以上で14

％）よりも高い値が出ている。経済
レベルが同じような国でも歯科医療
モデルによって口腔保健の結果が随
分変わることが分かる。ただし、残
存歯数や無歯顎者率の国際比較は、
抜歯基準やホープレス歯の取り扱い
が国ごとに違う可能性があるので、
注意を要する。
　予防歯科の分野でアイルランドが
優れているのはフロリデーションや
禁煙法をいち早く取り入れたことで
ある。フロリデーションは1965年か
ら１ppm、2007年から0.7ppmを添加
している。禁煙法は2004年に施行さ
れた。パブ業界の反対を押し切って
世界に先駆けてこの法律を制定した
保健省大臣の英断は称賛に値する。
また、2019～2026年の新しい歯科医
療政策も始まり、より予防歯科医療
を手厚くしているようだ。

日本の歯科界ができること
　予防歯科に対してこれらの国々と
日本の患者らが求めることに相違は
なく、むしろ、日本の患者の方がも
っと健康意識が高く情報に従順であ
ると感じることもある。健康な歯を
保ちたいという需要に対し、日本の
歯科界ができることは山のように積
まれている。
　まず、「北欧モデル」の成功か
ら、齲蝕と歯周病による歯の喪失は
防げることを院長が認識することだ
ろう。予防歯科は歯磨き指導やフッ
化物塗布や唾液検査をすることが目
的ではなく、生涯にわたって患者の
歯を健康に保つことを目的にせねば
ならない。例えば歯磨き指導を目的
にして、齲蝕で損なわれる以上の歯
の実質欠損を摩耗で許してしまう臨
床は本末転倒である。教育の分野で
はエビデンスに基づいた歯科医療の
実践に欠かせないアカデミック・リ
テラシー（学問的読み書き能力）が
欧米に比較して弱い印象がある。研
究分野では科学公正について厳格さ
に欠けてはならない。
　これらの課題を克服して北欧の予
防歯科に追いつくために何ができる
だろうか。筆者は北欧の大学院教育
と同等レベルの情報を無料で提供し
ようと「日曜のフィーカ」というオ
ンラインセミナーを2021年１月から
始めた（図２、３）。
　開設して１年10カ月で約90回、延
べ約4,500人の参加があった。そこ
では、Healthy Ageing「健康な高齢
化」もトピックにしている。世界中
で進む少子高齢化に対する対策とし
て、国連・世界保健機関（WHO）
が2021年 か ら10年 間 をHealthy 
Ageingの10年と制定した。そのため
のワークショップ（2020年12月４日
実施）で予防歯科により100歳を超
えて26本の健康な歯が残る症例を発
表すると、他の話題をすべてさらう
かのようなインパクトがあった。私
たち歯科医療従事者に求められてい
るものの大きさは計り知れない。
 （９月23日、歯科定例研究会より）

図１　ヨーロッパの歯科医療モデル。Widström E, Eaton 
KA. Oral healthcare systems in the extended European 
union. Oral Health Prev Dent. 2004;2:155-94．
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図３　「日曜のフィーカ」に言及した文字媒体の一覧

年末年始（12月29日～１月３日）は
 休日加算等の算定をお忘れなく

■「年末年始は休診」の医療機関：
急患診察は休日加算を

　年末年始（12月29日～１月３
日）に休診している医療機関が、
急病等やむを得ない理由で受診し
た患者を診察した場合、休日加算
が算定できます。休日加算を算定
した場合、時間外加算、深夜加
算、時間外加算の特例または夜間
・早朝等加算を算定することはで
きません。

■「年末年始も診療」の医療機関：
時間内は夜間・早朝等加算
（医科）
　時間外の急患は休日加算を

　年末年始に診療している医療機
関は、診療時間内は夜間・早朝等
加算（週の診療時間が30時間以上
の医科診療所のみ）、診療時間外
の急患診察は休日加算が算定でき

ます。
（参考）
　休日加算で定められている「休
日」とは、日曜日、国が定める祝
日および年末年始（12月29日～１
月３日）をいいます。従って、年
末年始であっても12月29日～１月
３日以外の日や、夏季のお盆休み
など、医療機関が独自に定めた休
診日は休日加算の対象にはなら
ず、時間外加算または深夜加算を
算定することになります。

■年末年始の長期投与について
　１回14日分の投与日数の制限が
ある向精神薬、麻薬、新薬等につ
いても、年末年始にかかる場合
は、１回の処方につき30日分まで
投与できます。その場合は、レセ
プトの「摘要」欄（院内処方の場
合）または処方箋に「年末年始の
ため」と注記していただく必要が
あります。
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